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エジプト『参詣の書』と死者の街から見たタサウウフ  

大 稔 哲 也  

1．はじめに   

現在、カイロ市の東側に威容を誇るムカッタム山の裾野には、広漠たる墓地  

が連なっている。もともとこれらの墓地は、7世紀のアラブ・ムスリム軍の到  

来後、その都と定められたフスタートやカイロの市街を取り囲むように、大カ  

ラーフア、小カラーフア、サフラー（北部）地区などの名称で歴史的に展開し  

てきたものであった。本稿では、便宜上、これらの墓地区を総称して「死者の  

街」と言う表現を用いる1）。   

また、特に12世紀以降、この死者の街に対する人々の参詣行為が顕著となっ  

た。エジプトの場合、個人レヴェルばかりでなく、集団単位でも参詣が行われ  

たところに、他地域と比較しての特徴が在る。例えば、845／1442年のある時点  

では、11ものグループが大小カラーファの参詣行に出ていたと言う2）。参詣者は  

恐らく、その場限りのいわば講（呵ifa）を結び、それを率いていたのが参詣の  

シャイフ（shaykh al－Ziy豆ra）と呼ばれる参詣の御師たちであった。彼らは各々  

独特の順路を巡り、墓々の前で故人にまつわる逸話や、各墓固有の慣行（祈願  

法など）について同行解説していた。この参詣のシャイフらが著したとされる、  

いわば参詣の手引書が、『参詣の書』と呼ばれる一群の書である。エジプトの死  

者の街に関してだけでも約20点以上の参詣吾が著され、そのうち、12～15世紀  

にかけて善かれた4点、さらに17世紀の1点などが現存している3）。   

本稿では、これらの参詣書と「死者の街」という場から、タサウウフやスー  

フィー4）について照射してみることになる。あるいは、参詣書や死者の街がどれ  
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だけ当時のタサウウフやスーフィーの情況・在り方を反映してしチたのか、考察  

を試みたい。参詣（ziy豆ra）行為は近年、「スーフィズム」の外縁部を構成し、  

民衆の日常化したスーフィズムの在り方であると位置づけられたり、「エジプト  

において、スーフィー教団が広範な基盤による一般的現象となる過程で、不可  

欠な力として作用した」などと評される5）。しかし、そのメカニズムの具体的在  

り方は未解明であるし、参詣書にも、特定のスーフィーの集団活動の実態、そ  
●●●●  

の詳細やその歴史的展開について、直接的にまとめて述べられてはいない。そ  

れゆえ、参詣書をさしたる視点も有さずに読む限り、スーフィズムにあまり拘  

泥せずとも参詣活動の大きな流れは把握できよう。参詣行為自体はタサウウフ  

の枠組みを超えており、社会全般がタサウウフ化したにせよ、その全般に流行  

したものであった。総じて、スーフィズム研究に秀でる者はそちらの知識に引  

きつけての読みが可能になろうし、社会史的関心を中心に据えてスーフィズ  

ム・プロパーの研究とは少し距離を置いていれば、スーフィズムに触れずに他  

の主題を語ることが可能であろう。勿論、以上の前提には、何を以てタサウウ  

フとするか、何を以七参詣若や死者の街が「反映した」と断ずるのか、という  

問いかけも存する。   

また、本稿ではシンポジウムのテーマがマムルーク朝期にあり6）、かつ参詣書  

の残存する時期を扱うため、必然的に対象とする時期の中核は13～15世紀に重  

なり、その前後を含めた12～17世紀が言及の範囲となる。本稿で扱う時期の中  

でも、特に12世紀以降、スーフィズムはタリーカの展開などと相倹って普及し、  

一部エリートのものから民衆のいわば日常生活の倫理の学として大衆化して  

いった時代と概説されるのを常とする。そのような時代の空気の変化を参詣書  

や死者の街参詣はどれだけ反映しているのか、というのも目論みの一つである。   

さらに、特に近代以降の事例報告から、タサウウフに付随するものと考えら  

れがちな諸慣行、例えばマウリド（「聖者」生誕祭）、スーフィーらの修行生活  

の実態や、死者の街のザーウイヤ、ハーンカー、リバートなどと称される修道  

場が参詣書にどのように記述されていたかも、併せて検討に値しよう。後者に  

ついては、第4章で詳述するように、死者の街がタサウウフの展開に場を与え  
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た、空間的根拠を与えたと筆者が小結するゆえ、きわめて重視される。   

そして、結論から言えば、参詣吾がマムルーク朝期エジプトのスーフィズム  

研究において新たに画期的貢献をなす史料群であると筆者は主張するつもりは  

ない。むしろ、参詣書や死者の街を多角的に検討する一つの機会と理解レてい  

る。筆者自身は、スーフィズム研究に無限の憧景を抱き続けてきたにもかかわ  

おそ らず、その大海に溺れることを憤れ、このテーマを先送りしてきた側面がある。  
同時に、参詣書の記述とタサウウフとの関係は実に微妙であり、参詣書はタサ  

ウウフの外縁をなぞりつつ時に内側へ切れ込み、またタサウウフに対応はして  

いても、それ自身を描いてはいないという難しさがあった。しかし、参詣書や  

死者の街とタサウウフの問題検討は、一度は避けて通れぬ道とも理解してい  

る。いずれにせよ、本稿での議論はタサウウフそのものについての分析ではな  

く、その周縁から問題提起するところに在る。  

2．参詣の書とその著者についての概略   

エジプトにおける墓地参詣書の全般的性格や内容、各々の参詣書の特徴につ  

いては、他の機会に詳述したので、ここでは後段の議論で必要となる最少限の  

知見のみ記したいと思う。   

現存するエジプト参詣書のうち、最古のものとされるのがイブン・ウスマー  

ンMuwaffaq al－DhIbn‘Uthm豆n著のMu作hid al－2hwwLiriおQubiir al－  

A古畑γである7）。本書はエジプト参詣書の中で、最も頻繁に他史料に言及・引用  

されて来たもので、歴史家マクリーズィーの著作もその一例である。Y．R縫ib  

はかつて、 エジプトの参詣書を網羅する作業の中で、それまでの諸説を退け、  

著者を615／1218年没の人物と特定した8）。筆者もこれが最良の説と考えるが、同  

時にこの後の議論に関わる問題点もはらんでいる。すなわち肋門ゐグdには、イ  

ブン・ウスマーンの没年とされる1218年以降に没した者の墓についての記述や、  

それ以降の時期の著者からの引用も含まれている甲である。例えば、al－  

MundhirT（1258年没），IbnKhallik豆n（1274年没），aトNawaⅥ斤（1277年没），Ibn  

Muyassar（1278年没），al－Safadf（1363年没）などからの引用が認められ、Ibn  
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al－‘Arab‡（1240年没），Ibn Sa‘id（1286年もしくは1274年没），Ibnal－Daw豆d豆fi  

（1331もしくは1334－5年没）からも引用されていた可能性が高い。特にIbn  

Khallik豆nの伝記集からは11箇所の引用を数え、貴重な追加情報源をなしてい  

た。これらにつし干ては、イブン・ウスマーンの没後、何者かが情報を加えたと  

考えるのが最も妥当と思われる。これらの挿入部分にさ■らに着目してみると、  

引用元は当時の署名文献を中心にしており、サファディー（1363年没）を下限  

とする。墓ごとすべての記述が引用されているケースもあり、全般に挿入は  

肋柑ゐ才dの後半部分に集中していることを看取できる。   

書き加えの問題に関する卑見は他の機会に譲り、これ以上立ち入らないが、  

ここで繹々述べて来た理由は、本稿の第3章の作業において、各参詣書中のタ  

サウウフ関連データを適時的にも取り扱う際に、肋柑ゐgdにおける挿入部分を  

出来る限り削ぎ落とした祖型を抽出して使用することが望まれるためである。   

第2の参詣書はイブン・ナースイフIbn Abial－Fu申1a’al－N豆Sikh著の  

Mi？b率al一物勿㌃である。本書の成立をY・R縫ibやC・Taylorは、その記述内  

容から1296－7年頃と推定しているが、私はヒジュラ暦699年の記述が在るため、  

1299－1300年以降と推定してきた9）。本書は著者自ら「もし、ある人がこれを手  

に取り、彼らを一人ずつずっと参詣してゆけば」と記し、没年など年代を省き、  

墓の位置関係や距離を明確に記していることもあって、ガイドブック的携行性  

を明示している10）。   

第3に、すでに言及したイブン・アッ・ザイヤートShams al－D‡nIbn al－  

Zayy豆t著のal－Kawdkib al一物皮7ujt7brtib al－Zb）Limjtal－（klプ顔吻′n al一  

助∂紹紺α－αJ一柳焔を挙げられる。著者はスイルヤークース・ハーンカー  

（Kh豆nk豆h Siry豆q缶S，修道場）のスーフィーであり、1402年に本書を脱稿、1412  

年にそこで没して埋葬されたと言われる11）。   

第4はサハーウイーN豆ral－IhaトSakh豆Wi著7bぞ狗al－A4tbdb wa－B喝妙a  

′′り1′／榊ノ1′イ／－〟坤′／m′イ′／－」んこ′7′万／げ′川／－Tl′呵〟川 ′－、（′イ′／－ノブ／申／－ ′′／－  

Mubd7ukLitである。Y・R縫ibはかつてその没年を887／1482－3年以降と示唆し、  

筆者は888／1483－4年没の人物の記述が存在するため、それ以降と考えてきた。  
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しかし、本書の写本を改めて精査した結果、筆者はその奥付から判断して本書  

が1484年2月に執筆されたと現在は考えている12）。本書の独自性はその前半部  

にあり、その部分はサフラー（北部）地区の発展や、ギザなどカラーファ以外  

の墓地区の記述に秀でている。後半部（校訂本のおよそ196貢以降）は、イブン・  

アル・ザイヤートの助郷成才∂の要約に近い。   

次に紹介するシュアイピーal－Shu‘aybiは、オスマン朝エジプト支配初期に、  

エジプト参詣書として以上の4点とIbn alJabb豆Sのものの計5点のみを列挙  

しており、このことは、それまでに書かれた約20点の参詣書のうちでこの5点  

に対する評価が定まり、これらが当時、閲読可能な状態にあったことを示して  

いよう13）。  

さて、第5の参詣書はエジプトのオスマン朝支配期に著述されたため、直接  

本稿には関連しないが、比較の観点から必要に応じて使用する。すなわち、シュ  

アイピーShamsal－DinMuhammadb．Shu‘aybb．‘Al了al－Shu‘aybi著のKiiGb  

．l－′／〟砧／川／／－／／ん7ノ加レ仙′′‥／′（′丁州／）∴lJ中●′…イ′HJ′′砧〃川／′＝′／－丑′（′′′′／√／／〟′乃～  

弘協－α才一A弘，砂皮ノ∽グ乃α才一戯斯＝闘－α才一∧牧戒右である。筆者は以前、この世界的に未  

だ研究対象とされたことのない孤写本を採り上げ、検討を加えた14）。それによる  

と、著者シュアイピーはエジプト・デルタのMa桓11a出身、カイロ育ちであり、  

シヤーフィイ一法学派、アフマディーヤ（タリーカ）に属していた。本書以外  

に、別の参詣書α才一几bsゐγα才一頭声γ（未発見）においてヒジュラ暦9～10世紀の  

20由人以上について記したとされるほか、これ以外に4点の著作が知られてい  

る15）。このうちタサウウフに関わりの深い2点α才一肋塩花『α才一助郷雛とαJ－  

カ紺勉γ α才一助γ房を筆者はエジプト国立図書館で実見したが、特にαJ一肋諺乃『  

α才一肋拘αにはタサウウフの実践に関する詳細な記述が含まれていた。   

本参詣書は奥付によると1030／1621年に著了され、1033A．H．年に書写されて  

いた。本書の特徴は、ハディースを保持しているかどうかという観点から参詣  

書の記述対象を選択してゆくという戦略にあり、死者の街の地誌や参詣慣行、  

被葬者などに関する情報については先行する四参詣書に比して大いに見劣りす  

る。ただし、それらは著者による別の参詣書αJ一腹ゐγα才一且か中に実現されて  
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いた可能性が高い16）。  

3．『参詣の書』とスーフィー、タサワウフ  

（1）引用文献の分析   

参詣書 自体が、多数の引用文献が混在する精巧な編み物という側面を持って  

いたと言えよう。その中でいわゆるタサウウフに関連するやのはどの程度在っ  

たのであろうか。以下、著者名もしくは、典拠名を明示する形で引用されたも  

のだけを対象として、一瞥してみよう。   

まず、肋朽ゐグdであるが、判っただけで61点を超える引用文献のうち、「スー  

フィズム」に直接関係が深いのは、al－QushayffのalRisLild（2－3箇所），al－  

Sulamiのスーフィー列伝（1箇所），Ibn al－‘ArabiのSi7勿al－Muridih（1箇  

所），Ibnal－F融・対の詩（1箇所）のみである。しかもこのうち、後方の2者は  

著者イブン・ウスマーン没後に附加された可能性の強い部分でもある 。これに  

スーフィー列伝と重複する部分を有するAbd al－Nu‘aym al－Ⅰ？fah豆niの鱒  

al－Awlb）Li’（1箇所）やIbnal－Jawziの聯al一箪伽a（1箇所）を加えてみて  

も、単純に点数だけから計算して全引用文献点数の約6．6％（附加の可能性の在  

る2点を減ず）に過ぎない。そのうえ、他の史書などに1点で20ヶ所以上の引用  

があるものが幾つも見られるため、全体としては極くわずかに過ぎないといっ  

た印象である。   

次にM年b申であるが、al－Qushay再（9箇所），al－Sularrif（5箇所）に加え、  

Abd甲良midal－GhazalT（1箇所）と？affal－DmIbnAbial－Man申rへの言及（1  

箇所）が新たに見受けられる。前出の鱒毎（8箇所）や聯α／一箪伽α（11箇所）  

からも引用が激増し、IbnYaby豆al－RashidのMandqibIbnalhzzdrとAb豆  

alL‘Abb豆Sal－Qastall豆hiのMandqibAbtal－Rabt‘もスーフィー・聖者伝の可能  

性がある。以上、引用点数は増えていないが、引用箇所は激増している。もっ  

とも、全体の引用点数も80点を超えているため、肋作ゐZdには優るものの依然、  

全引用点数における比率は微増程度である（8．8％）。   

第3に助郷成才∂を見ると、タサウウフやスーフィーに直接関連するものとし  
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てal－Qushayr7（4箇所）と？affal－DinIbnAbial－Man申rのal－Risdhl（15箇  

所）、及びそれに準ずるものとして鱒かα（4箇所）やざ拘（7－8箇所），aトY誠‘i  

のRau）4al－Rqwdbih（1箇所），Ibnal－Mulaqqinの7bbaqLital－Awlb）Li’（6箇  

所），aldQastall豆hf（3箇所），al－Kdwdkibal－MuniyjtMandqibAbtal－Abbas  

α才一励s汐（1箇所）などを挙げることが出来る。ただし、励紺成才∂における引用  

は全体で100箇所を超しており、〟亘∂房々にくらべ比率は必ずしも優らない。ま  

た、？afiaトDmIbnAbial－Man申rへの依存も際立っている0   

罰疹毎については、al－Qushayff（3箇所），Ibn al－Mulaqqinの771baqLital－  

Au）lb）d，（3箇所），！affal－D加・IbnAbial－Man鱒rのal－RisLihl（5箇所），Fib｝a  

（2箇所），？拘（4箇所），‘Izzal－D加・b・Gh豆nimal－Maqdi或のAjMal－Abad  

－′川．・レ）け′／′′／一・や／〃〃′√／（1貼所し 一肌／r′～）▲1J坤r′∫／′～ ′′トl／り…● 汀′′一北山砧 ′′／－  

AkhyLir（1箇所），そして、Badral－Dhal－Bal豆n或の3点Raw申al－Sdlikih  

〃Y′－（、ご／叩坤′′／－・＼・1′浦軋〟坤申′／一石′／〟トけごl／坤坤√′／一郎中・丁叫／7′′′トーl柚′■（1  

箇所）への言及など、引用全体が60数点へ減じていることに鑑みれば、タサウ  

ウフ関連書からの引用は10％を超え、4参詣書中最大へと増えている。   

以上の引用から統計的な判断を下すことは、点数が少なすぎるゆえ不可能で  

ある。また、直接タサウウフ関連の書物でなくとも、後代になるとタサウウフ  

の浸透とともに、書物全般へそれに関連する記述が増加してゆくことにも留意  

が必要であろう。しかし、全般として、13世紀のイブン・ウスマーンの参詣書  

から、15世紀後半のサハーウイーまセで、倍近くタサウウフ関連の引用が漸増  

しており、エジプト社会一般におけるスーフィズムの展開と軌を一にしてはい  

ると言えよう。また、現代から見て代表的スーフィー思想家と言えるIbn al－  

‘Arabiやal－Ghaz豆17は、全参詣書を見渡してみても、各々わずか1ケ所づつし  

かその引用が明示されていない。無論、直接引用されておらずとも、Ibn aト  

‘Arabiなど間接的な影響は無視し得ないであろうが、むしろ圧倒的な引用元は  

他の参詣書であり、あるいは史書、地誌類であった。その意味では、後述する  

ように参詣書がタサウウフ、スーフィー、プロパーの書物ではないという結論  

の方がより妥当と言えそうである。  
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なお、以上とは視点を方向転換し、参詣書中の被葬者たちが他のスーフィー  

列伝や関連書にどの程度記載されていたかを見るならば、これもかなりの事例  

を確認することが出来る。一例を挙げると、al－Diqqi（357A．H．年没）はal－  

QushayI了，al－Sulami，Ibn al－Mulaqqin，al－Sha‘r豆rif他によって言及されてい  

た17）。  

（2）タサワウフ関連の記述   

参詣書におけるタサウウフやスーフィー関連の記述について考察を進めよう  

とすると、そもそも何を以てタサウウフやスーフィーと断ずるかというスター  

トで磨いてしまう。そこで、スーフィー・タサウウフに関連していると判断で  

きる幾つかの場合を大別して想定してみると、①参詣書史料中にスーフィー・  

タサウウフやその類語がそのままの表現で関連して出ている、②いわゆるスー  

フィー列伝にその人名が出ている、ある‘いはそれとは若干ずれるが現代の「スー  

フィズム」研究書にその名が出ている人物である、③スーフィーに固有とされ  

る用語や論法が出てくる。この場合、往々にして、その用語で説明されうるスー  

フィー独特の慣行†実践も含まれる、④（直接タサウウフとの関連を示すとは  

限らないが、傍証として）ザーウイヤ、ハーンカ－、リバートなど、スーフィー  

と関連の深い修道施設に逗留・居住している、などの場合を考えることが可能  

であろう。そのためここでは、（∋から（卦について順を追って参詣書の記述を整  

理し、④については独立して第4章で扱いたい。   

①スーフィーやタサウウフ（とその類語）の表現がそのまま出ている場合   

この場合、被葬者本人がスーフィーであると描写されたり、タサウウフに関  

わっている場合と、被葬者以外としてその逸話部分に関連して言及されたり、  

著作を引用されたりするケースを含めて考えられる。このうち、被葬者以外と  

して言及される場合は、②のように当時もしくは現代にスーフィーと認知され  

る場合が多いため、②へ譲り、ここでは被葬者とスーフィーとの関連のみに限  

定して検討したみたい。換言すれば、被葬者のうちどの程度がスヤフイーとし  

て記述されていたのかということである。まず、肋作ゐグdの総被葬者約406名の  

ー36－   



うち18）、スーフィー、タサウウフに直接関連すると記述されるのは、わずかに約  

3．2％にすぎない19）。また、ここでタサウウフに関連して記述された者のうち没  

年が判る場合、念のために確認してみると、ヒジュラ暦4世紀／西暦10世紀に集  

中しがちであった20）。これうに関しては、10世紀当時からスーフィーなどと呼称  

されていたのか、後代の著者イブン・ウスマーンの判断によって遡及してタサ  

ウウフ関係の呼称を与えられたのか、にわかには判断できない。   

第2に〟率∂率（13世紀末）を取ってみると、記述された被葬者の総数が約1193  

名へと激増したのに対し、そのうちのスーフィー関連者はわずか約1．3％であっ  

た。ただし、ザーヒド（z豆hid禁欲者）と評された者が95名もいるため、表現法  

の問題も考慮されるべきであろう。ここでは前出の肋作ゐグdからの引用部分も  

そのまま含めて算出している。また、スーフィー被葬者の没年代は、肋作ゐ寝に  

見られぬヒジュラ暦7世紀の事例を含んでいた21）。さらに、naqfb al－S豆da al一  

申和aなどの表現は、スーフィー集団形成の萌芽を窺わせる22）。   

第3に励紺成グ∂（1402年筆了）の場合は、被葬者総数1903（もしくは1929）  

名前後に対して、スーフィー・タサウウフとの関連を明示された被葬者は約  

1．6％、あるいは直接明記されていなくとも、タリーカなどの表現から十分に推  

測できるものを加えると、約2．0％となる。スーフィーとされた被葬者の没年代  

は、ヒジュラ暦7世紀代の者が半数以上に激増している23）。それ以前の没年の者  

はこれ以前の参詣書からの引用である場合も多い。また、タサウウフ関連の記  

述は本書の後半部、著者自らが新たに被葬者として項目に加えた部分に多い。  

これは、時代の推移の反映でもあろう。同時に、特に校訂本の309～321（最終）  

頁はこれまでの参詣書に全く見られぬ創作部分で、詳細である上、＄affal－D‡n  

IbnAbTal－Man申rからの引用を多く含む。さらに、Shaykhal－？d斤ya（スー  

フィーの長）の存在など、明らかにタサウウフに関連する集団を想定できる記  

述が増加して来る24）。   

第4に微妙（1484年筆了）を見てみると、スーフィー、タサウウフの表現  

が見える被葬者は31名（タリーカという表現やタリーカに基づくニスバがスー  

フィーと関連することが明白な事例を含めると56名）で、全被葬者2034（死者  
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の街に埋葬されたと明言されていないものの、その可能性の強い者を含めて  

2050）名前後のうち1・5％である。この数字だけ見ると、さほどスーフィーの増  

加ぶりは窺えないが、タリーカなどの用語でタサウウフへの関連が明白な例を  

加えると約2．8％に達する。スーフィーとされた被葬者の没年代はヒジュラ暦7  

世紀以降がほとんどとなり、中でも8世紀以降のスーフィーの激増ぶりが目を  

ひく25）。このように参詣書は、各々の著述時期に近いスーフィー被葬者を、やは  

りより多くしかも明確にスーフィーとして記述する傾向にあったと言える。   

以上の瞥見の最大の難点は、参詣書自体が様々な引用から成っており、必ず  

しも一定の基準でス⊥フィーとそうでない者を選別しているとは限らないこと  

であろう。しかし、他者からの引用であっても、参詣書著者は著者なりの意味  

を担わせて使用していることも一定の事実であろう。また、仮にスーフィーと  

当時認められていたり、スーフィー伝／列伝に記述されていたにせよ、参詣書に  

スーフィーと記述されなかったり、別表現を採ったこともあり得ようし、その  

道も然りである。例えば、Dhdal－Ntinal－Mi甲西やIbnal－F豆riqは参詣書中に  

スーフィーであったとは直接記されていないが、両者に全く触れない現代の  

「スーフィズム」研究書も稀であろう。実際に、スーフィーに比較的近い形容  

の呼称としては、サーリフ、ザーヒド、ワリーなどがあった（後述）。   

このようなマイナス面にも顧慮を加えた上で、敢えて被葬者とスーフィー、  

タサウウフとの関連を見ると、そのような表現が明示されている被葬者は四参  

詣書における全被葬者中のごくわずか（3％に達しない）であることが判る。  

このことは、参詣書における被葬者全般の記述に関する総体的なイメージの把  

握に資するであろう。また、この数字は他の被葬者への形容（サーリフ、ファ  

キーフなど）と比較研究する道を残している。すなわち、ここで四参詣書を並  

べて通時的変化を考察するには点数が少な過ぎ、また個々の著者の嗜好も強く  

反映されかねないので余り有益とは言えず、むしろ、スーフィーやタサウウフ  

に関連する被葬者の比率が低いことの方に解釈の余地が在るように思われる。  

そして、被葬者の中に参詣の対象者も含まれるわけであるから、この検討は民  

衆の参詣対象とスーフィーとの関係の輪郭を得る事にもつながろう。しかし、  
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このような墓の点数では計れない記述の質の問題も在る。これについては他の  

アプローチから絡め取りたい。   

②『スーフィー列伝』や「スーフィズム」研究書にその名が出ている場合   

ここでは、古典史料のいわゆるスーフィー伝／列伝にその人名が出ていたり、  

あるいはそれとは若干ずれるものの、近現代の「スーフィズム」研究書おいて  

スーフィーとして著名な人々が、各参詣書にどのように登場するかについて一  

瞥を加える。被葬者以外として、被葬者の逸話部分に付随して言及されたり、  

著作を引用されたりするケースを中心にデータを提示したい。   

まず、Muゐhidには被葬者の友人・師としてalJunayd，DhdalqNdnal－Mi？rT，  

Ab豆甲豆midal－Ghaz紙al－QushayI了，Y白Sufb・al一甲usaynal－R云Zi，al－TustuI了，  

AbdIJamzaal－Baghd豆dIらが登場していた。あるいは、発言を引用されたり  

例話に登場する人物として、Thabit al－Bun豆hf（123／7年没），al－Ghaz豆1f，  

RabTaal－‘Adaw吋a，IbnfArabi，Dhdal－N豆nal－Mi？ff，al－Junayd，Ibr豆虹mb．  

Adham（d・161），Man申rb・‘Amm豆ral－Sulam了（d・225），Samndnb・IJamza  

（d・290），Ibr豆hhb・A申madb・Ism訳1al－Khaww豆亨（d・291），Yazid al－  

Riq豆shi，‘AbdAll豆hb．al－Mu‘allimらが挙げられる。   

これらのうち、Misb率においてal－Junayd，Ibn aト‘Arabi，Dhd al－N豆n al－  

Mi苧riに着目して見てみると、各々3箇所、2箇所、9箇所にその名が見える。  

同書にもやはりAb缶Ⅰ申mid al－Ghaz豆1iからの引用が1箇所見え、al－  

Suhrawardiも1箇所見える。特にal－Ghaz豆1古からの1箇所は参詣の作法に関  

連しており、メッカ巡礼にゆこうと思う人々がal－Dmawatfの墓の上を転げ回  

る慣行に対し、これはキリスト教徒の慣行であると戒めた重要な箇所であっ  

た26）。   

一方、励u）（詭ibになると、al－Junayd（5箇所），Rabi‘a al－‘Adaw吋a，Dhd  

al－Ndn al－Mi？Ii（13箇所），Ibr豆h子m b・Adham，al－Suhrawardi，Abmad al－  

Badawi，‘Abd al－Q豆dir al－K（J）了1豆hf（4箇所），Abd Madyan Shu‘ayb，Ibn  

al－？abb豆gh，Ab缶al－‘Abb豆Sal－Harr豆r，AbtiJa‘faral－Andalu或，Ibnal－‘AI五，  

Ab豆al－Hasanal－Sh豆dhili＞Ab豆al－‘Abb豆Sal－Mur或，Ahmadb．al－Rif豆‘i，Ab豆  
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‘Alial－R缶dhbadI，Ibr豆hh al－Khaww豆S，Ab缶al－Hasan al－Ihawari，Ab豆  

Bakral－Zaqq豆q，‘AdIb．Musafir，‘Abdal－Rahm豆nal－‘Att豆ral－Madhifなど  

静々たる名が散見される。特に、A申madal－Badaw富，‘Abdal－Q豆diral－Kfl豆hf，  

Ab缶al一甲asanal－Sh豆dhili，Abmadb．al－Rifa’7，等の名が揃い出すことはタサウ  

ウフの系譜を考える上でも重要であろう。   

罰吟伝においては、aトJunayd，R豆bi‘aalq‘Adaw吋a，‘Abdal－Q豆diral－Kil豆rlf  

（6箇所），Abmadb・al－Rif姉Ibnal－＄abb豆gh，Dhdal－Ndnal－Mi？f7，‘Abd  

al－Qahiral－Suhrawardi，Shih豆b al－Dhal－SuhrawardT；Abmadal－Badawl，  

Ab缶al一甲asanal－Sh豆dhi17，Ibr豆hml．b．AbiaトMajdal－Das豆q7らの名が挙がっ  

ている0特に本書では、al－Junayd，‘Abdal－Qadiral－K前知厄（6箇所），Abmad  

b・al－Rifa’T，‘Abdal－Qahiral－Suhrawardf，Shih豆bal－Dinal－Suhraward7，Abd  

al－甲asan al－Sh豆dhiliらがタサウウフの系譜の記述中において、その遡及先や  

中継点として語られることは注記に値しよう。以上の4書におけるいわゆる  

スーフィーのうち・、被葬者として出ているのはごくわずかであることも付け加  

えておけねばなるまい。   

では、次に参詣書と当時のスーフィー伝／列伝の記述する人物がどの程度重複  

していたのかを試みに探ってみたい。・ここで、タサウウフの隆興が窺え、かつ  

記述年代のはっきりしでいる属滋紺虚言∂（1402年脱稿）を事例として採り上げ、  

そとにスーフィー列伝に準ずるものと考えられる？aff al－D加．Ibn Abial－  

Man申r（1283年没）めRisdklとIbn al－Mulaqqin（1401年没）の7b  

αJ－A紺砂皮’が項目として列記した人物がどの程度記載されていたかを見てみた  

い。まず、＄affal－Dinの方は校訂本に率いて項目として挙がっている約117名の  

うち、15．4％が助郷成グ∂に登場していた。この数字には、アレクサンドリアの  

シャイフ達を列記している部分（16名のうち2名だけが属滋紺成グ∂に出る）があ  

ることを割り引かねばなるまい。一方、Ibnal－Mulaqqinの方は、242項目のう  

ち、約18．2～23．6％が助郷成グ∂と重なっていた。こちらの方は、執筆の時代が  

ほぼ一緒であるため、より重複度は高くなる要素となろう。また、亭afiaトm、  

Ibnal－Mulaqqin共に厳密にはアウリヤー（awliya，，「聖者」の複数形）の列伝  
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と銘打っており、Kau）dkibにおけるIbn al－Mulaqqinの記載する人物数  

（44～57）などは、前項で検討した参詣書中に明記されたスーフィーの比率よ  

り高率に達することになる。いずれにせよ、ほぼ共時態のこの検討からは、同  

時代にアウリヤーと記された者に対する「聖者崇敬」について考える上で、参  

詣書も必須の史料であることを証言していると言えよう。   

③スーフィーに固有とされる用語や論法が出てくる場合（その用語で説明さ  

れうるスーフィー独特の慣行・実践も含む）   

この点に関して、まず何を以てスーフィー、 タサウウフに付随する用語と認  

定するかということ自体が問題である。例えば、当時の認識としてどの程度一  

般化され共有されていたのかは判りにくいが、我々は当時のスーフィー用語認  

識の或る指標としてIbn al－‘ArabiやKam豆1al－Dm aトQ（K）豆Sh畠中，Shih豆b  

al－Dmal－Suhrawardi，piy云’al－maトSuhrawardi，al－Kal云b云df，al－Qushayri，  

al－Makkiなど枚挙に暇ないスーフィー用語解説を有している27）。また、現代の  

研究者による用語辞典なども有用である28）。一方、近年の「スーフィズム」研究  

書やタサウウフ古典翻訳・校訂書のかなりのものは巻末に「スーフィズム」関  

連の語彙集・索引を備えており、それらも参考になることは間違いない29）。しか  

し、これらを以てしても、我々はもちろん厳密な区分を有してはおらず、本稿  

では特に参詣書史料における用法に留意しつつ、タサウウフ関連の文脈で参詣  

書に登場している用語や内容をまとめた。、その点では、あくまで四参詣書の描  

くタサウウフ、スーフィー像を提示するにすぎない。   

まず、各参詣書はタサウウフやスーフィーの理念、タサウウフとは何か、スー  

フィーの徴などについて、登場人物の口を借りて語らせていた。たとえば肋γ一  

Sゐグdには、イフシード朝君主のカーフールに関連した逸話が引用され、カー  

フールがタサウウフを我々に教えてくれたと述べる箇所すら見受けられる。  

属功血詭蕗はそれに他の発言を附加して、タサウウフと無知蒙昧（jahl）が一つに  

なることはないと説かせていた。あるいは、同書中でAb缶‘Alial－R缶dhbadfは  

スーフィーとは誰かと問われ、清浄さの上にスーフ（獣皮）を纏った者と答え  

ている。さらに、ザーヒドとはどのようなものか、そしてそのスーフィーとの  
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関係についても登場人物が語っていた30）。この点では、参詣書も間接的にせよ、  

タサウウフについて啓蒙する部分を含んでいたと言える。ただし、これは参詣  

書全般から窺える教宣的な性格とも相通じることである。   

次に、慣行について見てみると、dhikr（アッラーへの称名），majlis（講座），  

Sam豆‘（踊りを伴う聴会）などの記述を見出せる。特にÅ加血詭落と花々妙にお  

いてこれらに関する記述が増加し、師のもとに参集したスーフィー達がシャイ  

フ？affal－Dhの定めたようにズィクル（dhikr）を行うという記述も在る。た  

だし、ズィクルの内容の詳細は不明であった31）。そして、我々は17世紀のal－  

N豆bulu銀のようなヴィヴィッドな記述を求めがちであるが、ズィクルなど慣行  

の詳細を記さない点は、オスマン朝期のシュアイピーの参詣書になっても変  

わっていない32）。なお、マクリーズィーの記す、ファーティマ朝期（1126年）、  

死者の街においてカリフ・アーミル御前で実演されたというスーフィー達の踊  

りは、事実と認定するには時代が早過ぎ、後代からの類推かという疑念を残  

す33）。 

同じく、参詣書には死者の街で祝祭を祝っていた痕跡も皆無ではない。ただ  

し、それがいわゆる聖者生誕祭であったのかと言えば、可能性は低い。しかも、  

わずかにal－M豆dir豆Ⅰ血1（al－M豆dira，i）墓地とTurbaT豆jal－Muldkの2ケ所な  

どにすぎないことは逆に特筆すべきことであり、この間題については後に再度  

論及する34）。Siy豆ba／siy率豆t（漂泊・放浪）とtajr了d／taj豆再d（放念・放棄）は  

対になってしばしば用いられる表現であり、IbnaトF豆呵の例でも詳述されて  

いるように、タサウウフの道を求める初心者は、世俗の稚念や所有物を放棄し  

て、修行の旅に出て行くのである。これも励紺成才∂以降に急に由現するように  

なる表現である35）。   

第3にタサウウフ関連の用語一般についてみてみると、申1／坤w豆1（様相・状  

況）の表現は比較的目につく。そこでは、スーフィーの高師にのみ生ずる常な  

らぬ様相の意を示していた36）。先述のSiy申aとtajridの結果、その者にはfatb  

（開示）が訪れる。また、アッラーへの信仰の道に遇進努力する意味でjih云4  

muj豆hid，ijtih豆dの表現も見られた37）。その後のスーフィー者はtahqiq（真知の  
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確証）とma‘rifa（霊知）で知られるようになるなどする38）。ta叫両と同語根の  

a坤aq7qa（真知），その主であるmu申aqqiqも散見される表現である39）。スー  

フィー道の初心者はmuridとして頻繁に記述され、それ以上の階梯が体系立 っ  

て記述されることはないが、qutb／a申b（枢軸）あるいはmaqal－qutbaniya  

（qutb7ya）（枢軸の境位）やabd豆1（代理）の表現も見られた40）。被葬者や参詣  

書の登場人物へのこれら以外の呼称・形容に関しては、この後にまとめて論じ  

たい。   

kar云ma／－豆tについて参詣書はかなり熱心に記述を行っており、これ産でこ  

の項で挙げたどのタサウウフ関連の語よりも多い。逆に言えば、kar豆maは単に  

スーフィーの被葬者のみを超えて、被葬者全般に関わる「聖者崇敬」一般に使  

用される用語であったと言えよう。そのkar豆ma中には、tayyaトar¢（地面が  

折れ曲がって収縮すること。その結果、瞬間移動が可能となる）、inqil豆b alN  

a‘y豆n（物質の質を変換すること）、inq鱒‘（孤絶）を含めてよいであろう。kar一  

云maに含めるか並列して述べるかはともかく、muk豆Shafa（予見）の能力者も  

頻見されていた41）。  

（3）被葬者や参詣書の登場人物への呼称・形容   

ここでは、被葬者や参詣書の登場人物への呼称・形容に関して、上記のもの  

以外をまとめて整理してみたい。  

（ヨザーヒド／ズフドの現れ方・・・そして、サーリフ、アービド   

四参詣書を通じて、被葬者や故人に対する最も一般的な形容は、サーリフ  

（率1ih義人）／サーリフーン（申1i坤n。複数形）もしくはスラハー（？ula匝’。複  

数形）であろう。そして、その次にアービド（‘豆bid篤信者）／ウッバード（‘ubb豆d）  

が広範に用いられ、同様にしばしば用いられたのがザーヒド（z豆hid禁欲者）／  

ズッハ⊥ド（zuhh豆d）やワリウ（wari‘敬度）という形容である。このうちザー  

ヒドについセは幾つか専論も在るが、ここでは、その用いられ方を参詣書ごと  

に、時代を追って確認してみたい42）。   

まず、肋作ゐ才d（著者は1218年没）では、全被葬者のうち約8．9％のザーヒド  
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付表1参詣書中の被葬者に占めるザーヒド、スーフィー及びムウタカドの比率  
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を数えることが出来た。このうち、ファキーフ（faq孤）でもあった者は1人、  

カーディー（q畠中）が3名、スーフィー（申ff）との明記が6名、アミール（amir）  

1名である。他書でスーフィーとされていた者が本書ではザーヒドとだけ扱わ  

れていることもあった。このようにザーヒドという表現はカーディーであれ  

スーフィーであれ、広く重複して用いられていた。スープイーと明記される事  

例が全般に未だ少ないことを顧慮すれば、スーフィーとの親和性も窺える。ま  

た、その没年からは、肋作ゐ最中のザーヒドがヒジュラ暦4世紀に集中しがち  

である傾向を看取できる43）。このようにザーヒドがよりイスラーム初期に集中  

する傾向は、ズフド（zuhd禁欲・禁欲主義）をめぐるこれまでの諸研究の結果  

と相違しない。すなわち、初期イスラーム期にはまだスーフィーとされる人々  

の範囲はより狭く、それに比してザーヒドという形容が主流を占めていた。   

第2に〟年∂虎ゐ（13世紀末に脱稿）を見てみると、本写本はスーフィーという  

表現の少なさを補うかのように大量のザーヒド関連の表現（95箇所）を有する。  

しかし、被葬者の総数が激増しているので、比率で言えば約8％とほぼ変化な  

い。ただし、本作品ではスーフィーという表現が極めて少数であるため、数字  

以上にザーヒドが印象に残る。また、このうち10名がファキーフ、カーディー  

が4名、1名がスーフィー、4名がアーリム（‘alim学識者）／ウラマー（‘ulam畠，）、  

4名がワリー（wali「聖者」）、2名がワズィール（wazir宰相）の表現（重複可）  
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を与えられており、ファキールとの親和性とスーフィーの少なさが看て取れる。  

これは前述のように、イブン・アン・ナースイフが他書のスーフィーと記述す  

る者にザーヒドを充てる傾向を有すためでもある。没年に関しては、ヒジュラ  

暦3～7世紀にかけて確認されたが、本書は他参詣書に比べて全般的に没年の  

記述を欠く傾向にあった44）。その一方で、ズフドとは何かといった議論も含まれ  

ており、啓蒙的でもある。   

第三の励紺成グ∂であるが、84名前後がザーヒド関連の呼称下にあり、全被葬  

者の約4．4％へと半減していた。このうち、ファキーフでもあった者は11人と親  

和性を見せ、カーディーが4名、スーフィーは3名（重複可）にしかすぎない。  

また、彼らの没年は著者の没年に呼応して（1412年）、全般にそれまでの参詣書  

より年代が下る傾向にあるが、また同時にヒジュラ暦8世紀以降の著者の時代  

に近い事例が見当たらない45）。一方、乃f痴では、ザーヒドの使用比率がさらに  

激減し、約声．5％（72例）までになっていた。このうちファキーフが6名、スー  

フィー3名、カーディー3名であった。その没年は、ヒジュラ暦6世紀以降の  

ものが増えるものの、著者の同時代（1484年に脱稿）は少なく、逆にヒジュラ  

暦6世紀以前の例が多いとも言える46）。  

（診ワリー、 マジュズーブ   

ワリー／アウリヤー（「聖者」）について、Walaya（「聖者性」）の主と記述され  

たものも含めて見てみると、例えば、肋作ゐgdに6名（そのうち、ザーヒド2  

名、ファキーフ1名），励紺成グみに5名いるが、㍑妙に至ってはわずか1名ば  

かりが形容されているにすぎない47）。ある意味で意外でもあるが、ワリーと直接  

記述されるケースはこのように稀であり、一方、アウリヤーという複数形を用  

い、ある空間に固まって埋葬されていると一括される例はかなり見受けられる。  

すなわち、不特定の被葬者群に対する敬意を示す呼称としてしばしば選択され  

ていたのである。   

次いで、マジュズーブ（majdhdb）とは、アッラーへの信仰へ‘惹きつけられ  

だ者（ここではjadhb（a）にとらわれるとの表現も含む）のことであり、修行  

の諸段階の結果として神秘的統一に達したのではなく、ひとたびの霊的経験か  
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ら自然発生的にこの高みに至った者のことを意味した48）。参詣書中ではまず  

肋柑ゐg♂に、信仰心を持った上で精神的に通常を逸脱して奇行に走る者として  

‘uqal豆，al－maj豆dhfbの表現が出てきており、この箇所はKawdkibにおいて  

‘uqal云，al－maj白雨nと置換されていた。このように、タサウウフの文脈で言う「狂  

人maj血n」とも近接した概念であったろう49）。jadhba rabb豆niya，jadhba  

al－ilahfyaなどの表現も、スーフィーとの関連を十分に窺わせている50）。   

③mu‘taqadの出現・・・そして、faq了r，‘豆rif，qudwa，など   

元来、i‘tiq豆dは信仰・崇敬を一般的に表すのに用いられて来たが、当該の期  

間中には用語としての特化が認められる。mu‘taqadとは、史料中、一般に人々  

や特定の個人（スルターンなど）から崇敬の念を獲得していた者に冠せられる  

形容となっていた51）。特にこの用法iこよるmu‘taqadについて言えば、筆者が見  

る限り、マムルーク朝後期に急増する形容であり、マクリーズィーやイブン・  

タグリービルディー、イブン・ハジャル・アル・アスカラーニー 、サハーウイー  

などの年代記・伝記集になって頻見される表現と考えられる52）。この時代的傾向  

を参詣書は見事に反映しており、肋門ゐ才dや〟率∂率に「一般に人々の崇敬を集  

めていた者」の意味では全く用いられておらず、励紺J詭才∂にその兆しが窺える  

ものの、㍑妙になって18例と急に激増する表現である。すなわち、この意味  

での表現は、マムルーク朝後期に至って人口に胎灸していった可能性が強い。  

ちなみに、乃妙におけるmu‘taqadは、著者の年代に近い人物を中心に、ヒ  

ジュラ7世紀まで恐らく遡及して適用されていた（53）。   

これら以外の形容としては、faqir（貧者・スーフィー），‘豆rif（知者），qudwa（師  

範）、n豆Sik（敬度者）などを挙げることが出来る。faq7rは貧者とスーフィーの  

双方のあわいを示していて非常に微妙な表現であるが54）、参詣書では特定の被  

葬者個人に対する形容ではなく、複数形fuqar豆’で集団・∧の群れとして描出さ  

れている。特に励u）dkibでは、特定のザーウイヤに逗留したり、Ibnal－F豆riq  

のマジュリス（講座）に参加するなど、スーフィー的色彩が濃い55）。なお、17世  

紀のシュアイピーの参詣書には「fuqar豆’すなわちスーフィーたち」と言い換え  

ている部分すら見出せることを指摘しておきたい56）。  
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また、‘豆rif（bi－Allah）も7bイ的（1484年脱稿）になってほぼ劇的に多数登場  

する表現である。これも当時の他史料の傾向と軌を一にしている。qudwaも同  

様に乃ぞ痴以降に現れる表現で、両者の多用がこの後の類似ジャンルの書物に  

頻見される事になる。   

さて、ここまで前章の“申打’も含めて参詣書中の被葬者への呼称・形容につ  

いて瞥見してきたところを整理すると、次の様に言える。すなわち、肋門ゐグdか  

ら乃ぞ痴まで時代順に並べて考えてみると、初期により比率の高かったザーヒ  

ドという形容は時代の経過とともに減少し、スーフィーに関連する表現が増え  

てゆく。また、mu‘taqadや‘豆rifなどの表現は苅疹毎になって激増する。さら  

に言えば、独自に後代に書き下された部分、特にネーフィーとの関わりの強い  

部分は全般に敬称の羅列が続き、そのため言わば敬称の価値の“安売り”のよ  

うな状態すら生じていた。ただし、史料の点数が少なく、参詣書著者個人の噂  

好を反映していないとも限らず、これのみを以て時代の趨勢全般を語るのは誤  

りであり、筆者の意図でもない。むしろ、当時の史料全般の趨勢をもとに、そ  

こからの参詣史料の記述に対する比較検討を念頭に置いている。  

（4）タサウウフ・スーフィーの集団としての現れ方  

①タリーカ／タリークとそれに由来するニスバ   

ー般には12世紀から13世紀にかけて、特定の祖師のもとにその作法や教えに  

従ってスーフィー達が集まり、集団で修行し始めるとされる。すなわち、タリー  

カの生成である。エジプトにおいても参詣書の時代、al－Sh豆dhi17ya，al－Rif訂7ya，  

al－Q豆diriyaなどのタリ－カの活動が見られ出した57）。これとも部分的に重なっ  

た可能性があるが、王朝有力者の建立したハーンか－（修道場）など宗教施設  

は大量のスーフィーを抱え、その生活を完全に支援するよ 

例のみを挙げると、カラーファ門付近に736／1335年に建立されたQaw申nハー  

ンカ－は、50人のスーフィ十を任用していたと言う58）。   

このように王朝政府から庇護を受けハーンカーに篭って修道していたり、  

スーフィー達がその修行上、世間から孤絶して生活し、一般の礼拝に参加しな  
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くなっていたことへの批判もIbnaトロ細らに見られた59）。これに対しては、マ  

ムルーク朝末期からオスマン朝初期のスーフィー達自体の側にも反発と変革の  

芽が生まれている。これに関連して興味深いのは、これほどスーフィーの存在  
かた  

が普及すると、スーフィーを騙って遺族のもとでいい加減なクルアーンの詠み  

を行い、食事を平らげ続ける集団も生まれ、歴史家IbnT加nの叱責を招いて  

いたことである60）。   

では、この点に関して参詣書から見てみると、肋門ゐg♂や〟年∂率からはタ  

リーカ／タリークという表現で修養や教えに関する流儀に類するものは垣間見  

られるものの、集団の直接的な形成は窺えない。もっとも、ザーウイヤ亘リバー  

トの記述から類推することはすでに可能であるが、これについては後述する61）。   

助郷∠詭オ∂におけるタリーク／タリーカからは、やはり広義の修行道の輪郭は  

感じられるが、この表現からでは集団形成の意味合いは漠然としたままである。  

それでも、亭a缶aトmからの引用と称して（実際には校訂に見られない部分）、  

「（Ab豆al－‘Abb豆S al－Qar豆b豆ghfは）スーフィー達の内の大物で、タサウウフ  

に従事し、彼の周りには彼のクリーカに従う者達がいた。その逗留場所は彼の  

ザーウイヤであった」という記事を載せている62）。また、murabbial－mu瓜n  

（弟子の育成者）と冠されたshaykhal－？ti斤ya（スーフィーの長）の存在や、  

ザーウイヤへ集合しての活動など、タリーカの語義とは別に集団の形成は窺え  

る63）。さらに、al－Sh豆dhil‡など、タリーカ（ここでは集団を意味する証拠はな  

く、より流儀としての）名に由来するテスバかと想定しうる事例が見え始め  

る64）。   

花妙になると、タリーク／タリーカの表現自体が激増する。そして、それは  

「師のタリーカに従う」、「スーフィー道tafiq（a）al－qaWm」などの表現を採る  

が、やはり後代の「教団」のような組織立った集団を直接意味する例は未出で  

あり、流儀・修道法などをその祖師からの系譜のうちに語るのが通例であった。  

従って、タリーカ／クリークもしくはタサウウフを誰から受け継いだのかという  

系譜は、“akhadhatar7q（a）／aトta！aWWuf‘an～（誰某）”と表現され、しきりに  

記述されるようになる。その中には4代遡及してAhmad b．al－Rif豆7に至る  
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Jam豆1al－DhShu‘aybal－Rifa’7の例や、12人を遡及してカリフ・ウマ）t／へ達す  

る例すら見つかる。それ以外の遡及先としては、Burh豆n al－DinIbr豆him al－  

Burlus‡，‘Abdal－Q豆diraldKil豆ni，al－Junayd，Ibnal－Ghaz豆1aなどを挙げること  

が出来る65）。このタサウウフの系譜はkhirqa（al－ta苧aWWuf）（スーフィーの  

賜衣）という具体物、一種の聖遺物によって伝達される事例も見られた。また、  

付言すると、参詣書においてはタリーカとタリークの双方ともが用いられてお  

り、相互置換的に用いられている場合も見られた。この時代にはまだ用語自体  

も後代に比べれば未分化で、不確定部分を多く有していた揺藍期であったろう。   

タリーカ／タリーカが組織化の進んだ集団を直接意味していなかったからと  

言って、やはり九坤の全体からそのような動きを察知できないわけではな  

い。タリークのシャイフゐ一人で、“スーフィー達の大シャイ7”（shaykh  

masha，ikhal－S豆daalや和a）であったSharafal－Dmb・Muりammadal－‘Ådi17  

が788A．H．年にザーウイヤへ埋葬されていたり、809A．H．年没の被葬者‘Izz al－  

DinMubammadal－IJarr豆nIは、al－Qadir7yaのスーフィー達に‘Abdal－Qadir  

の高孫達について語る名代を務めていた（waliyaniy豆ba alqtakallum‘anal－  

s豆daal－aShr豆fawl豆dsayyidi‘Abdal－Q豆dir‘al豆al－fuqara’al－Q豆dir7ya）と言  

う記述がある66）。これらの事例からは、スーフィー達が特定の師の御道のもとに  

修養に努めていた姿が窺える。また、後述するが、ザーウイヤ、リバート、ハー  

ンカーにおけるスーフィー達の活動からも、部分的には彼らの集団形成が窺え  

よう。   

いわゆるクリーカに由来すると推定されるニスバもal－Q豆diri／al－Q豆di正ya，  

al－Rif訂i／al－Rif豆‘Tya，al－Sh豆dhili／al－Sh豆dhi17ya，al－‘Adawiya，al－Burh豆hiなど  

が目につく67）。ただし、これとて特恵の修道法に従う流儀や、それを中心とする  

流派程度の集団の緊密性を表示したものにすぎないのかも知れず、後代のより  

強固な教団組織を想定するにはまだまだ証拠不足であろう。なお、このニスバ  

を冠したTurbaal－Sh豆dhi17ya（シヤーズィリーヤ墓地）の存在は、彼らが墓地  

という死後の世界の土台を共有するに至っていたことを示していようし、  

mash豆，ikhal－RifaEiya（リファーイーのシャイフ達），maSh豆’ikhal－Sh豆dhi17ya  

－49－   



（シャーズィリーのシャイフ達）などの表現からは、師の教えに従う者達の集  

団性も看取することが出来よう68）   

②マウリド（「聖者」生誕祭）   

マムルーク朝期、「聖者」崇敬の高揚を背景に、それを現象に具現する機会・  

場として、ムスリムたちの間にマウリドが広まってゆくようになる。もっとも、  

それ以前にファーティマ朝期には王朝政府の後援を受け、預言者一族の顕彰と  

ともに諸マウリドがすでに催されていた69）。その中のマウリド・アン・ナビー（預  

言者生誕祭）について言えば、当時のマウリドに楽器や歌が付随していたり、  

人々がその際のズィクルにおいて声を張り上げていたことが、Ibnal－tI豆jjの批  

判から窺える70）。866／1462年、880／1475年のように、スルターンの主催によるマ  

ウリド・アン・ナバウイー（ナビー）も行われていた71）。またマムルーク朝期、  

著名なA申mad al－BadaⅥ斤や、ナイル川を挟んだカイロ対岸における‘Im豆d  

al－DhIsma’7lal－Imb豆biのマウリドは、史料からよく知られるところである。  

特に後者には790／1389年、「数え切れぬ女性や子供、腐敗者が集まり、翌朝には  

飲み干され空になった150個のワイン壷（jarraal－khamr）が畑地に散乱してい  

た」と言われる。やはり同年、同所のマウリドでは家が崩れ、主催者の歌手を  

はじめ多くが死亡していた72）。   

死者の街へ視線を移すと、筆者も他の機会に詳述したが、人々が祝日（ayy豆m  

al－maW豆Sim／mawsim）にカラーファへ繰り出していたことは明白で、そのた  

びに繰り返し禁止令が布告されていた73）。そして、死者の街のサイイダ・ナ  

フィーサ廟では、カリフの主催ゆえ「カリフのマウリド」と称されるに至った  

ナフィーサのマウリドが人気であった74）。現今の死者の街におけるイマーム・  

シャー フィー、イマーム・ライス、サイイダ・ナフィーサ、Ibnal－F豆ridなどに  

対するマウリドのそれなりの隆盛ぶりに重ね合わせてみると、当時の死者の街  

においても各種「聖者」のマウリドが盛んに催されていたかとする憶測が浮か  

んで来よう。   

しかしながら、参詣書はマウリドに関する記述をほとんど遺してはいなかっ  

た。わずかに、al－M豆dira，i（al－M豆dir豆nim）墓地とTurba T豆j al－Muldk，  
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Mashhad‘Alib．‘AbdAllahの3箇所で、諸祝日（al－maW豆Simwa－al－a‘y豆d）  

に人々が集まり財物が撒かれていたと記されるのみなのである。ここで言われ  

る“al－maWaSimwapal－a‘y豆d”にしても、聖者生誕祭を包摂していた可能性が  

ないわけではないが、この3例はファーティマ朝以前の墓などが対象とされて  

いるようであり、イスラームの2大イード（祭日）や（実際に参詣書に見える）  

シヤアバーン月半ばなど、一般的な祝日を念頭に理解する方がより自然であろ  

う75）。確かに、四参詣書中にマウリド・アン・ナビーの起源に関する記述や、  

乃坤当時のマウリド・アン・ナビ一に関する記述がそれぞれ1箇所ずつ見受  

けられるが、全体としてみると無きに等しい76）。   

逆に、これほどマウリドに対する言及が少ないことは特筆すべきであり、我々  

はその意味を再吟味する必要があろう。その際、参詣書の執筆された当時にマ  

ウリド（特に諸「聖者」の）がどの程度一般化していたのかが、まず問題となろ  

う。この点、先に引用した史料からも、当時のエジプト社会においてマウリド  

がある程度普及していたことは窺えた。それでは、なお一般化してしゝたとまで  

は見倣さず、またそれを支えるべき人間集団・組織が未発達であったため、参  

詣書はマウリドに言及しなかったと考えるのか。それとも、マウリドがそれな  

りに一般化していたにもかかわらず参詣書に書かれなかったと措定するのか。  

それならばその場合、何故善かれなかったのか理由が重要であろう。自明のこ  

とであったから善かれなかったのか、敢えて書かないという選択がなされたの  

か。敢えて書かないとされた場合は、それがイスラームの教義に抵触する問題  

を含んでいると考えられたためなのか、それとも異なる読者層を設定していた  

のか、あるいはまた、『参詣の書』というスタイルが確立してゆく中で、マウリ  

ドはそこに通常は書き込まれないテーマであっセのか。   

筆者も最終的な判断を下すには、今回の試掘のみでは余りに不十分なため留  

保せざるを得ないが、参詣吾がマウリドに焦点を当てていないことは明白に思  

われる。そして、カラーファの『参詣の書』が多数の著者によって連綿と書き  

繋がれる間に、ある一定の様式が確立され、マウリドはそこへ含まれるべきテー  

マではなかったために敢えて書き込まれなかった、というのが現時点で最も妥  
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当かと考えている。この推測の一つの裏付けは、第5の参詣書の著者であるシュ  

アイピー自身が、タサウウフに精通してアフマデイーのニスバを持ち、その理  

論や実践の書をものにしているにもかかわらず、敢えてタサワウフ関連の詳細  

にその参詣書中でほとんど触れず、他の書物には記載してレナたという事実であ  

る。  

4．死者の街とタサウウフ   

まで、参詣書に表れたタサウウフ、スーフィー関連の記述を総合する過  

程で、直接にはまとめてタサウウフについて語らないが、端々に言及している  

というタサウウフに対する参詣書の微妙なスタンスを看取していただけたと思  

う。しかし、『参詣の書』は、タサウウフの集団的展開についてもっと違った角  

度から直接・間接的に述べてはいないのだろうか。むしろ、大小カラーフア、  

サフラー地区など墓地区に表象されたスーフィーの空間的展開と関連づけて参  

詣書を読む方に多くの有効性が見出せるように思われる。すでに筆者や他の研  

究者達も指摘してきたように77）、死者の街やムカウタム山はスーフィー達に格  

好の修業の場を提供していたのであり、街中から離れてスーフィーたちが集団  

や個々の信仰活動を営んでいたことは、死者の街の参詣書にも反映されている。  

すなわち、筆者の表現で言えば、死者の街がエジプトに於けるタサウウフの展  

開に場所を与えた、空間的根拠を与えたと考えられるのである。   

しかし、この結論には、死者の街におけるタサウウフの空間展開と参詣書を  

関連づけて、具体的に精査する必要があろう。本章ではまず、空間を用意した  

背景として死者の街やムカッタム山の状況と、ザーウイヤなど施設の展開を参  

詣書から眺め、最後に参詣書から見た空間把握の事例を検討してみたい。  

（1）墓地居住と聖山ムカッタム   

①死者の街と墓地居住   

以下、この後の行論上の前提として述べたい。当初、単なる墓所であった大  

小カラーファは、時代の経過とともに、墓廟の管理者、モスク・ハーンカーな  
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どの宗教施設の吏員や逗留者、スーフイ・－、墓掘り人、これらの家族などの居  

住地として次第に展開を始め、さらにスーク、粉曳所、パン焼き窯、食堂（オ  

スマン朝期）、宿泊所などが整備されるようになる。イブン・トウールーンの水  

路建設も、地区の発展に大きく寄与した。また、故人への哀惜の念から、ある  

いは墓中で寂しがっているとされた故人を慰めるため、墓の脇に家を建てて長  

期滞在したり、そのまま棲みつく者も現れた78）。その結果、ヤークート（1229年  

没）が「そこには墓地群（maq豆bir）、墓廟（mash豆hid）、多くの館（man豆Zil）、  

エジプトの人々の住居（mas云kin）があり、スークや大モスクもある」と描写す  

る状態となっていたのである79）。   

マムルーク朝期に関してみると、大小カラーファやサフラー地区への居住・  

逗留行為は膨大な事例を数えることが可能であり、同地のマドラサ、ザーウイ  

ヤ、トゥルバ（墓廟）、マスジド（モスク）、ジャミー（会衆モスク）などがそ  

の場所を提供していた80）。住人も先のような人々から、カラ⊥ファが発展してゆ  

くにつれて一般住民や学者も多く住むようになり、遂にはワズィール（宰相）  

や有力アミールの居住者まで現れた。また、カラーファ出身の大学者も輩出し  

ている81）。西アフリカ系（al－S豆d豆nal－Tak豆rira）のカラーファ住民のように、  

ペストに集団で羅病し大量死してしまうケースも見られた82）。レオ・アフリカヌ  

スがペストで人口激減後の1526年、大小カラーファの人口を2000家族と見積  

もっていたのは、あまりに有名な話である83）。参詣慣行に関連した事件を一つだ  

け追加すると、1440／1年、サイイダ・ルカイヤ廟に人々が住み着いてしまい、  

参詣が滞ってしまうという墓廟居住例すら報告されていた84）。   

このような死者の街という空間が、スーフィーに格好の修行の場所を与えた  

と想像するに難くはない。信仰や敬度さで著名な多くの者の墓の近くに居続け  

ることが可能であり、スーフィーを受容する多くの宗教施設や、荒れた墓、オー  

プン・スペースに恵まれた死者の街は、またとない場所であった。大量の巡礼  

者群や出征軍の集合場所、あるいは軍隊のポロ訓練場、地震の際の避難場所と  

なったのも、カラーフラであった85）。また、世間から孤絶し、篭って修行を続け  

ることを美徳とするスーフィーにとって、死者の街の墓廟や各施設は絶好の空  
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間を提供していたのである86）。  

（診聖山ムカッタム87）   

ムカッタムは標高こそ低いものの、荒涼として当時から草木を欠き、峻厳な  

環境を有していた。また、生者の都市の世界と、死者の砂漠の外界との境界領  

域とも考えられ、それより向こう側の世界はコスモロジー上、死の砂漠であっ  

た。同山は参詣書に生物・人間であるかのごとく親近感を以て語られるととも  

に、アッラーへ直結し、祈願の叶いやすい場でとされていた。シュアイピーの  

参詣書は祈願の叶いやすい場として、アラファート山、カアバ神殿、メディナ  

の聖モスク、エルサレムの聖域とムカッタム山を並べてすらいる88）。この山は、  

シナイ山の一部と考えられたり、遥かにエルサレムや中国まで連なる広大な山  

脈の一部と想念されたりしてきた。多く人々の崇敬を集めてきたのであり、エ  

ジプトのキリスト教徒もムスリムも「聖なる（al－muqaddas）」山と呼んで慣ら  

なかった。   

元来、スーフィー連峰山に篭り、あるいはそこを漂泊し修行を重ねていた  

が89） 、このムカッタムはワジ（洞沢）や洞穴に富み、その荒涼たる岩塊は、スー  

フィー達のSiy率a（修行の彷径）の場所として最適であった。我々は参詣書か  

らもこの慣行例として、Shaykhal一申斤yaであったAbti‘AbdAllahMubam－  

mad b．J豆b豆rやAb豆‘Amrd‘Uthm豆n b．Mazrdqなどを挙げることが出来  

る90）。また著名な事例として、Ibn al－F豆riqがそのta壇dの初めに入山して  

Siy埠aを行ったのがムカッタム山のワジであった91）。さらに、ムカッタム山自  

体もその山腹などに多くの宗教施設を抱えており、そちらも修行の場を提供す  

ることになったであろう。加えて、ムカッタム山の麓はカラーファと連なって  

いるうえに、語法としても相互置換的に用いられることが多かったゆえ、ムカッ  

タムは死者の街の果たしたとされる機能の多くを実現できる場所であった。  

（2）参詣書に現れた修道施設・・・リバート、ザーワイヤ、ハーンカー   

ここでは、リバート、ザーウイヤ、ハーンカーに絞って述べたい。先述のよ  

うにアイユーブ朝期頃からエジプトに定着をはじめたこの3つの呼称下の施設  
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は、死者の街においても展開を見せていた。参詣書からはこれらの施設のうち、  

著名なマクリーズィーやイブン・ドゥクマークの地誌に記述されない事例を多  

く見つけられる。そして、上記3者の歴史的展開と、その特に民衆に対するス  

タンスは、参詣書に見事に反映されていると考えられる。   

まず、リバート（rib豆t）であるが、Mmhidにはわずか1箇所、Rib豆tal－Fa亜1  

Na苧rが出てくるのみであったが92）、〟率∂反中になると6箇所にリバートの記述  

が増加し、さらに助郷成グ∂では4箇所、了もぞ痴では9箇所に見える。特に  

7bぞ痴の記録は詳細で貴重であり、Rib豆tBintal－Khaww豆苧は未亡人や孤児、  

ワァズ（宗教諌言・講話）のmajalis（会席）、タリーカの人々の流儀に従った  

ズフドの場であった93）。また、Rib豆t al－Am7rJanbakは元々Turba（墓廟）  

al－F豆dilとして知られており、その後幾度かの改築を経てこの呼称になってい  

た。ここに描出されたトゥルバ（turba）からリバートへの転換、すなわちその  

改築後の実態とは、飾り立てて塗り直され、fuqar豆’を逗留させ、彼らに糧食と  

手当を与え、トゥルバを新しくし、その建物を拡大して塗り直し、桓WSh（囲壁  

された墓庭），maq‘ad（座台），i？tabl（厩），matbakh（食堂），m申豆（清浄場）を備  

え，弾頭（貯水槽）と家畜に水をやるbawq（水槽），Sab‡1（給水施設）の上を  

kuttab（寺子屋）とし、井戸を新たにし、トゥルバにはshaykhと50人のス㌻  

フイ「、そしてコーラン詠みを任用し、シャイフの使用人、imam・farr豆Sh（清  

掃人）、門番他を充用していた。そこにはIbnal－Saqali（672A．H．年没）とその  

弟（686A．H．年没）の墓もあったと言う（94）。この陣容を見る限り、後述のハーン  

カーに類似したリバートも存在したいうことであり、しかも、アイユーブ朝期  

に導入されたとする概説と符合している95）。   

次にザーウイヤ（z云Wiya）であるが、Mu7Shidにやはりわずか1箇所‘Abd  

al－Rabm豆n Raslan（571A・H・＊没）のものだけが記録されていた96）。それが  

M＊b率では2～4件に増加し、中でもFakhral－Dinal－F豆ri前のザーウイヤに  

は、彼の弟子と友人達が居たと言われる97）。これが助膵成グ∂になると激増して、  

13件に上る。そして、そこにスーフィーやフカラーが逗留したり、アウリヤー  

の塞が包摂されていたことが判る98）。乃妙に至っては大小カラーフア、サフ  
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ラー地区以外のものも含め、50以上のものザーウイヤを数えることができ、こ  

れらには他の地誌から窺えないものが多い。これらのザーウイヤに関する記述  

をまとめてみると、まずその主であるシャイフの地位は系譜を以て後継者  

（‘ahd）に継承されてゆくべきもので、その際に子孫が優先されるが、さもなく  

＼ ば弟子や他の者がそれを引き継いでゆく。その意味では血縁や疑似血縁による  

繋がりが重視されていた99）。そして、ザーウイヤ内部にはスーフィーやフカ  

ラー、師に従う者達が多く逗留していた。その帰結でもあろうが、ザーウイヤ  

内にシャイフの家族や弟子、使用人達が固まる形で埋葬されがちであり、シャ  

イフ自身は間違いなくそのザーウイヤに埋葬されていた。また、ザーウイヤの  

名前も、その主の交替に応じて変更される場合が在った100）。なお、ザーウイヤ  

の建物の在り方はかなりの融通性を有していたようで、モスクから転用される  

などしていた。その名前のことも含めて考えると、その主と従う者達が活動し  

ている限りザーウイヤであり、それらが去って廃すれば、遺されたトゥルバそ  

のものと化してしまうのである。日く「ザーウイヤが荒れて、現在はトゥルバ  

になってしまうた」10I）。リバートとの何らかの区別も在ったようで、リバート  

とザーウイヤを別に持ち、カラーファのリバートの方に埋葬されたシャイフも  

いた102）。なお、ザーウイヤの創建者はほぼヒジュラ暦7世紀以降の人物と言っ  

ても良かろう。そして、ザーウイヤ教師の中には、そこだけでなく、イブン・  

トウールーンのモスクなどで教えていた者もいた。   

一方、ハーンカー（kh豆nk豆h）についてみると、当然ながらMu7Shidに皆無  

であり、M率b率に1箇所（al－Kh豆nkah al－Shar正Nakla／Nakla）のみ10ヲ）、  

励u）成ibにおいて2箇所（Kh豆nkahSa‘7dal－Su‘ad豆，，Kh豆nk豆hBaktamur、  

このうち後者だけが死者の街に存在）のみ、微妙に5箇所（このうち死者の  

街に1箇所）の名が出て来るにすぎない。これは例えば、マクリーズィーがそ  

の『地誌』の「諸ハーンカー」の項で列記した21のハーンカー（その内、多く  

見積もって9箇所が死者の街周辺に展開していた）に比して非常に過少であ  

る104）。また、同時代の年代記やワクフ文書、他種の史料に見慣れてきた者にとっ  

て、むしろそれらは逆にハーンカーへ記述を集中させがちであり、この差違に  
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付表2 参詣書に見えるザーウイヤとハーンカー数  

－ザーウイヤ  

ーーーーー＝ ハーンカー  

肋w∂鳥仏  JIJJ∫む融   〟〟Ⅲ鋸d  

当惑を覚えよう105）。   

以上のように、参詣吾がハーンカーについての記述を差し控え、一方、多数  

のザーウイヤを記述していたことはいかに解釈すべきであろうや。ハーンカー  

では主として王朝政府有力者によって大量のスーフィーらが雇用され、ワクフ  

収入などをもとに莫大な資金が注ぎ込まれていたのに対し、ザーウイヤは特定  

のシャイフを中核にその弟子や一族郎党の集合体を成しており、シャイフの知  

的・血縁的リネージを大切に後継してゆくべきものであった。カラーファを参  

詣する者やそこで生活する者にとって、より重視されたのは恐らくザーウイヤ  

の方で、そもそも同地におけるハーンカー数が相対的に少ないこととも相侯っ  

て、王朝との関わりが密接なハーンカーに関する記述は顧慮の外であったもの  

と思われる。一般の参詣者が祈願成就を求めてザーウイヤや併設された墓地へ  

参詣にゆくことはあっても、ハーンカー内の墓所へ参詣に入ることは少なかっ  

たのではなかろうか。さらに言えば、どちらかといえば民衆寄りのスタンスの  

史料である参詣書と、王朝の事件を主題にしがちな年代記との意識と対象の差  

も現れているように思われる。【付表2を参照】   

また、残念ながら、参詣書はこれらの施設内における修道の実態を語っては  

くれない。我々はオスマン朝支配期の旅行記などから、むしろ活写された実態  
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を窺うのである106）。  

（3）タサウウフの磁場としての死者の街、その拡充事例研究   

ここで参詣書の中に表象された死者の街に捌ナるスーフィーの空間関係につ  

いて見る前に、Turbaal－？由仁ya（スーフィーヤ墓地）の生成例について、ごく  

簡単に参詣書から要約してみよう。   

ナスル門外、サフラー地区のカバク広場・競技場（マイダーン）に1320年以  

降、スルターンal－N豆！irMubammadが下向しなくなり、人々が建物を建て始  

めた。最初の建設者はアミー）t／Qar豆Sunqurで、墓廟を建て、貯水施設を建て、  

その上をモスクとした。次いで、Ni率mal－mがその向かいに墓地と貯水施設  

や辛スクを建て、アミールや軍人、フサイニーヤの住民も続いてそこへ墓建物  

を連ねて道を塞ぐに至った。その後、ハーンカーal－！ala申yaのスーフィーらが  

2fadd豆n分の場所を確保して石壁で囲い、彼らの埋葬地とした。1388年には  

Qar豆Sunqurの基廟の一画も加えた。すると、人々もそこの被葬者の参詣へ多  

数繰り出し始め、そこへの埋葬を強く希望■したため、ハーンカーal－？al畠中yaの  

シャイフShams al－Ih al－Bila17がそれを統括し、埋葬を希望する者から財物  

を取ることによって、これを許可するに至った。すると、多くの不達の輩が埋  

葬を行い、その結果、この墓地区は遊興の場・女性の溜まり場と化してしまっ  

た。このサフラー地区にはこのTurbaのように、ウラマーやムハツディス、ア  

ウリヤーが集中した所は他にない107）。この記述からはカイロ市内に在ったハ⊥  

ンカーのスーフィー達の墓所が、サフラー地区に展開していった様子が窺える。  

しかし、タサウウフを巡る人々の集中の度合いや活動の諸相は判らない。   

一方、参詣書には、死者の街にザーウイヤなどの点在していたことが措かれ  

ているが、その周囲にスーフィーやアウリヤーなどと記される者達の墓が集約  

的に配されている磁場が幾つかあるのに気づく。一見、墓や被葬者名の羅列に  

すぎないと看過されがちであるが、そこには特定の集団（とりわけスーフィー  

など）の活動、特にその人的ネットワークと適時的展開が反映されて記述されて  

いると考えられる。すなわち、スーフィーたちの師弟関係や交友関係、血縁、  
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付図1  

出身地などを他のスーフィー伝記集などももとに精査してゆき、それを参詣書  

の記述に重ねあわせてみると、スーフィーたちの人間関係の網の目が、死者の  

街という空間上に示され、タサウウフの空間生成を歴史的に捉えることが試み  

られよう。その磁場とは敢えて提言すれば、亭a斤 al－mのザーウイヤー帯と  

Ab豆alqSu‘缶dからMuhammadWaf豆，Ibn‘At豆’A11豆hへと至る一画である。   

では、第一の具体例として、Z豆WiyaIbnQufl、及びそれと近接するZ豆Wiya  

？afial－Ihの一帯に焦点を当ててみたい。これについてはイブン・アン・ナー  

スイフ（1298年頃没）の参詣書が、カラーファに関連する5参詣書の内で最初  

に言及しているので、まず第一に同書に基づき略述し、 より後代の参詣書の情  

報を比較して重ね加えることにする（〟年∂率foIs・100－103，助郷商才∂181－182，  

7bぞ痴174－177，295－296）。それによると、大カラーファのal－Sahmiya地区108）  

にZ豆Wiya（a）Abdal－IJasan‘AliIbnQuflがあり、そのザーウイヤの外、トゥ  

ルバ（墓廟）にある墓（qabr）には彼の子孫が2人埋葬されていた。その近く  

（7b妙によるとザーウイヤの西側）には（b）AbdQasimal－Mar豆ghfの墓  
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（qabr）があり、（㍑妙によるとザーウイヤの南側に）Turba（c）Abti‘Abd  

AllahMubammadIbnal－Nu‘m豆nもある。さらにZ豆Wiya（d）？affal－Dmb．  

Abial－Man申rの（RisLihl著者）も存在していた。すなわち2つのザーウイヤ  

とその間に幾つかの墓廟・墓が近接しているといった空間構成を取っている【付  

図参照】。   

ここに登場する各被葬者についても言及すると、（a）は556A．H．年生～647A．  

H・年没のザーヒドで、聖者の光（ndral－Wal豆ya）やfir豆Sa（霊感），muk豆Shafa  

（透視）の主であり、mufi血n（弟子たち）を育てたと評される。（b）もザーヒ  

ドで683A・H・年没であり、タサウウフについて長吉を遺した。Ibhal－？abb豆ghの  

知遇を得ており、al－qutb豆血ya（枢軸性、聖者の境位の最高位）の域に達してい  

たと言われる。（c）も683A．H．年没で、各地にザーウイヤを建て、（a）の薫陶を受  

けていた。（d）はその著作でも知られるスーフィーで、その知的系譜はal－  

甲arr豆r→al－AndalugT→Ab缶Madyanへと遡る（595A．H．生～682A．H．年  

没）。彼ら（a）～（d）はほぼ同時代を共有したと言ってよかろう。   

ここに挙げられた者たちの人間関係について、以上の参詣苦情報のみでは十  

分に象り出せない。そこで、他のスーフィー列伝も加えて吟味してみると、様々  

な次元が浮かび上がってくる。そもそも、（a）と（d）の2ザーウイヤがこれほど  

近接しながら対抗関係にあると見るのは不自然であろう。では、両者の間の諸  

関係について3点に分けて考察してみたい。第一に、ザーウイヤの主同士であ  

る（a）Ab豆al一甲asan‘AlTIbnQuflと（d）Safial－Dmb・Ab‡al－Man申rとの直  

接の関係についてである。何よりも（d）がその著作α才一屈ゐ皮ゎにおいて（a）に  

ついて一項を設けていることが、その敬意の現れと読めよう。そして、ここで  

若干推測を達しくするならば、（d）Saff ql－Dibの方はIbn al－？abb豆ghの弟子  

al－Sh神髄と友人であり、著名なスーフィー・思想家Ibn‘At豆’All豆hも？aff  

al－mのザーウイヤに投宿したと述懐していた109）。これらの者は皆シヤーズィ  

リーの系譜を引くものであり、仮にM年b申の述べるように（a）IbnQuflがダ  

ミエツタ生まれであってもaトMahdawl（チュニジアのマフディーヤにルーツ  

を持つ）であるならば、その点でも（a）と（d）は知的系譜において交錯していた  

ー60－   



可能性があろう。   

第2に、（a）IbnQuflと（d）Saffal－Dhの2ザーウイヤの中間・周囲に位置す  

る（b）aトMar豆ghiと（c）Ibnal－Nu‘m豆nの2墓から窺える、（a）と（d）との人間関  

係を結びつけるリエゾン的役割についてである。まず、（b）al－Mar豆ghiは（d）  

亭a缶al亜nの著作に一項設けられており、それによると実のところ兄弟の交わ  

りすら40年にわたって有していたという。また、上エジプト出身ではあるが、  

Ibnal－？abb豆ghに師事していたため、シャーズィリーの系譜につながる0これ  

らの点からも、上述のような（a）IbnQuflと（d）？affal－mとの親近性を推測  

できよう。  

（c）Ibnal－Nu‘m豆nに至っては、さらに明確なリエゾンの役割を指摘できる。  

彼は（a）IbnQuflからkhirqa（スーフィーの賜衣）を受けるなど、強い影響を  

受けていた。そして、その著作』鱒∂率αJ一鱒励においても、（a）からの直接の  

伝聞を記している。その一方で、シヤーズィリー本人とも面識を有し、さらに  

マグリブ（北アフリカ）出身であり、シヤーズィリー系のIbn‘At豆’Allahの弟  

Sharafal：Dinにkhirqaを与えてすらいた。すなわち、シャーズィリーの系譜  

とも関連が深く、（d）？affaトD血との親近性につながろう。実際、先の著作中に  

は亭a丘al－mから直接の伝聞情報も含まれていた110）0   

第3に、以上述べてきたところからも判るように、シヤーズィリーの系譜が  

様々な位相、様々な形で複雑に、これらの人間関係全体の基調音の一つをなし  

ていた。これまで述べてきたところに付言するならば、（d）亭a丘al－mはシヤー  

ズィリーについて著作中に記述しており、共にAbdMadyanへと遡れる知的系  

譜に連なっている。また、AbdMadyanの高弟には‘Abdal‘Azizal－Mahdaw富  

がおり、参詣書中で（a）IbnQuflに言及していた‘Abdal－Mubsinb・Sulaym豆n  

al－Mahdaw‡が別人であっても、仮にM率b6年の言うようにIbnQuflもal－  

Mahdawi（チュニジアのマフディーヤにルーツを持つ）であれば、両者の接点  

は見つかりやすかったように思われる。   

これらに加えて、さらに参詣書に記述される埋葬地の様子を適時的に追って  

ゆくと、第4の参詣書乃‘幼からは、以下の埋葬情報とタリーカ形成の過程の  
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描写を附加することが出来る。すなわち、（b）al－Mar豆gh‡の子孫（811A．H．年没）  

が同所に埋葬された可能性が高い。また、（c）Ibnal－Nu‘m豆nの墓廟には、その  

息子（712A．H．年没）やShih豆b al－Ih al－Nu‘m豆rlf（852A．H．年没）など多くの子  

孫が埋葬されている。さらに、（d）Saffal－Dmの墓廟には、その子孫（曽孫の  

Shih豆b al－DhAり・mad，739A．H．年没）や使用人（Taqial－D‡nAb缶Bakr，720A．  

H・年没）らが埋葬された。そして、Shih豆bal－D加・Abmadのもとで、？affal－Dh  

の定めたズィクルがスーフィー達によって実践されていた。   

以上のように、緊密な人間集団、スーフィー達の集団が、やがて集団独自の  

実践活動やズィクルなどを核として流派形成などへ収赦してゆく過程を、その  

一部にすぎないとは言え、垣間見ることが出来る。ここに描出したのは、参詣  

書の記述と他史料の記述など文献史料上に見える諸関係であるが、埋葬地や本  

人が活躍したザーウイヤの位置は、その諸関係を反映しているだけでなく、そ  

れ自体が対応する人間関係を雄弁に物語っていると言えないであろうか。   

ここでさらに第2の事例として、当時ムカッタム山際に伸張していった、カ  

ラーファ参詣上の南限に当たる一画について見てみよう（66貢まで）。励相成オ∂  

をベースに7塀痴の追加情報を区別して加えたい111）。最初のTurba（Z豆Wiya）  

AbiTalibAkh7al－ShaykhAb缶al－Su‘豆dは旧く荘厳なもので、AbdT豆1ibは  

ズフド（禁欲）とイバーダ（篤信）において、兄Abdal－Su‘豆dのタリーク（流  

儀）を踏襲、兄の美徳を長々と唱うことで知られた。同Turbaの門のところに  

QabrAbial－‘Abb豆Sal－Qar豆b豆gI正が在った。al－Qar豆b豆ghiはタサウウフに勤  

しみ、その周囲には彼のタリーカの人々が居た。その逗留場所は別地区のカイ  

ロに在るザーウイヤであり、弟子（mu再d）を育成した。後継者はイラクのワー  

スイトより来ると予言し、死後それが現実となる112）。この墓の廃りにWaj了h  

al－Dhal－Baranb豆1i（6700r690A．H．年没）のqabrがある。彼はマドラサal－  

Shaf詳吋aのイマームであり、ファキーフでかつスーフィー、ザーヒドでもあっ  

た。カラーファに没時まで孤絶す。   

第2のトゥルバ（ザーウイヤ）はAbdal－‘Abb豆Sal－Bag7rIbnGhaz豆1aのも  
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ので、そこにはウラマーやアウリヤーの人々が埋葬されていた。彼に助郷J詭グみ  

やTuタjbは、al－qudwa，murabbial－mufidInbi－adab－hi，Shaykhal－tar7qa，  

ma‘damal－baq7qa，qutbなどと長大な形容を冠している。マグリブ系の著名  

スーフィーAb白Madyanの弟子Ab白Abmadal－Andalu前の弟子に当たり、や  

はりマグリブ出身で盲目であった。inqilabal－a‘y豆nを始め多くのカラーマの主  

であり、そのクリーク（7b＊はクリーカ）はtajr7d（放念・放棄）とtaqashshuf  

（節制）、粗食にあった。彼のザーウイヤにおける食事もクッキーと塩漬レモン  

ばかりであり、それに飽き足らなくなった10名のフカラーは良食を出すという  

Ab豆al－Su‘缶dのもとへ行くが、彼らの願望が透視されていたかのようにクッ  

キーとレモン漬けが出てくる。がっかりして戻ると、シャイフの心眼により全  

てを完全に読まれていた113）。このように、2ザーウイヤの主の霊的交流が示さ  

れており、ザーウイヤ構成員同士の往来もそれほど制限されていたようには見  

えない。彼の隣りに妻も永眠す。   

このトゥルバには他に、アウリヤーやハーディム（使用人）とハーディムの子  

孫も埋葬されていた。その中で最も著名なのが、Yaby豆b・‘Alial－？anaffrf（672  

A．H年没）であった。スーフィーであった彼にはal－jaqhbaal－il豆hfya（al－rabb豆nfya  

神的頓悟）が生じ、maq畠m al－qufb云rtfya（枢軸の境位）に達したとされる。  

walayaを認められ、多種のカラーマが発現する。イエメンからもナズル（供物）  

が届けられ、そのサマーウ（音舞を伴う修行の聴会）には知己も参集していた。   

第3のトゥルバ（mashhad，ザーウイヤ）は現在するal－ShaykhAb缶al－Su‘豆d  

b．Abial－‘Asha’iral－W畠Siff（574－644A・H・年）のものである114）。やはりal－qutb  

と冠せられ、励wdkibと7bぞ痴によるとA申madb・al－Rifa’7の薫陶を受け（実  

際には不可能）、al一軍arrarとの間に厚情があった。孤絶してfath（開示）に至り、  

atlWalal－malakdt（王領の様相）やabwalal－akhira（彼岸の様相）などが彼に明  

示された。dhikr Allahを自らに課し、彼からdhikrが各地の信徒へ普及して  

いらたと言う。ヒドル（緑の人）とまみえ、弟子達を育てた。al－baqiqa（真知）を  

知り、al－fatbal－Mubammadi（ムハンマド的開示）とal－sirral－Abmadf（アフ  

マド的秘儀）が生じてmaq云m al－qutb豆r＊ya（枢軸の境位）へ達した。  

－63－   



このトゥルバの脇に、第一のトゥルバに埋葬されていたal－Qar豆b豆ghfの妻、  

息子とその妻、孫娘も共に埋葬されていた。さらに、Ab豆al－Su‘豆dのハリーフア  

（後継者）2人とその息子、ハーディム（使用人）2人、その他が同じく隣りに埋  

葬されていた。また、ザーウイヤ前東側のトゥルバにAb屯Turtむの墓が在っ  

た。彼はAb豆al－Su‘豆dとの結び付きが強く、その間には兄弟愛が存在したとも  

言われる。   

Z豆WiyaAbdal－Su‘豆dの南にある新トゥルバには、Abd‘AbdAllahMu申am－  

madWaf云al－Sh豆dhili他とその使用人たちが埋葬されていた。以下、Kaw（詭ib  

になく、乃イ妙によって加えられた記述によってこの墓地発展の形跡をたどる  

と、Waf豆にはカラーマートとabw豆1が有名で、集団が彼に帰せられるように  

なった。彼の墓のもとには、その2人の息子‘AliとA申mad，A中madの息子二人  

と‘Aliの弟子が埋葬されていった。ここからは墓地や集団の史的展開を読み取  

れる。   

次いで、参詣書に記されることの稀なハーンカーであるが、Baktamurのも  

のが記述されている。そこには、ウラマー、スーフィー達、中でもノ→－ンカー  

のシャイフが埋葬されていた。   

最後に、Ibn‘A呵Allahの一画（shuqqa）にも、多くのアウリヤーが埋葬され  

ていた。まず、IbnAb7Jamra（700A．H．年没）である。その逗留先はカイロ市内  

で、彼のザーウイヤは励紺（詭Z∂の当時にも知られ、子孫も遣っていると報告さ  

れていた。そのトゥルバには娘や他の15名以上が埋葬される。中にはムフタスイ  

ブ（風紀・市場観察官）やか－ディー（裁判官）甲経験者も居た。この一画には  

マーリク派の関係者が集中しており、出身地（マグレブ）や知的系譜とも重なる  

にせよ、法学派が墓地形成と重複している事例である。微妙はその後の情報  

を追加しており、やはり埋葬されていた彼の孫Shamsal－Dm．al－Qar豆ff（800A．  

H．年没）はD豆ral－‘Adlのムフティー（法学裁定を下す法学者）を務めており、ニ  

スバからするとカラーファの出身である。その息子Badr al－DhMubammad  

もマーリク派の有力者であったと言う。この付近にはカーディーpiy豆’al－m  

al－Qastall豆niや、かのAb豆al－Hasanal－Sh豆dhil了の孫も埋葬されていた。  
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付近のトウ）t／バMubamm豆db・al－Labb豆nの主はスーフィーで、多くカラー  

マートを現出させた。その系譜はAbd al－‘Abb豆S al－Murgi→Abd al－tIasan  

al－Sh豆dhil了へと遡ることができる。付近にはIJusaynal－Sh豆dhiliの墓も在っ  

た。これらの脇のTurbaal－Magh豆riba（マグリブ人墓地）は、Turbaal－  

Sh豆dhikya（シヤーズィリーヤ墓地）として知られるようになっていた。その中  

には、先述のIbnAb7Jamraの弟子で、本稿でも引用してきたal－Madkhalの  

著者Ibnal一軍jjの墓も含まれる。Ab缶al－Q豆Simal－Maghribiの墓も在った。  

7bylの挿入部には、師弟関係で多く結ばれ、al－qutb，al－‘豆rifなどとの形容が  

続出する8名がさらに追加されていた。その中には、＄affal－DmMubammad  

al－T豆ni釦の名も見える。   

参詣地区としての終点が、著名なIbn‘Ata’Allahのbawsh（墓区）である。こ  

こでも、al－Mursi→AbGal－Hasanal－Sh豆dhil‡→‘Abdal－Sal豆mb．Mushaysh  

→‘Abdal－Rabm豆nal－‘At坤rへと遡及する系譜が記されている。ここにも多数  

のスーフィーやウラマーが埋葬されており、同bawsh内にIbn‘A吋Allahの  

女婿、カーディーMu申al－Dhal－MaghribiやShamsal－Dinal－Zarkashfとそ  

の二人の息子などがいた。なお、やはりここに7滋ぞ妙によって墓の記述が加え  

られたAbd‘AbdA11ahMubammadal－Siw豆gTは、7bhhの著者al－Sakh豆VVf  

の師であった可能性がある。   

この第2の磁場は、ここにも見てきたようにシヤーズィリー系（あるいはマグ  

リブ系）の人脈を中核として、網の目を拡大しつつ空間を占拠していったものの  

ように受け取れる。そこからはザーウイヤの主体の交替と呼称の変更、被葬者  

の家族（妻・子供・子孫）や知己、使用人など一族郎党が固まって墓地を形成す  

る事例があること、トゥルバの主らのタサウウフに関連する行動、法学派によ  

る墓地の集中などが窺えた。また」スーフィーが主体の墓地であったり、その  

墓地の開祖であっても、王朝の有力宗教官職を占めた者たちが埋葬されるよう  

になっていた。そもそも、先述のごとく、スーフィーとウラマーなど他との区  

別もこの時代、曖昧になりつつあったと言える。さらに励紺成グ∂と了切々拘の記  

述を比較することによって、時代の経過に伴う墓地の展開や被葬者の子孫の系  
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譜と事蹟などを具体的に探ることが出来た。この一画はカラーファの下限の一  

部に位置しており、当時、急激に墓地区かつ修道の拠点として発展していった  

周辺地域であったと理解できよう。加えて、亭a缶aトⅨnの記述から多く引用さ  

れたことになっているが、校訂本には見られない情報も多く含まれていた。  

結びに代えて   

この終章では、本稿の内容を要約する代わりに、3点に大別してコメントを  

加える。まず第1に、参詣行為自体とタサウウフとの関係について考えてみた  

い。参詣書における最重要な眼目に、参詣者の祈願成就（ij豆baal－du‘豆，）があっ  

た。そのさい参詣書は、参詣者が被葬者（「聖者」など）のもとでその祈願をアッ  

ラーへ「執り成し」てもらい、それによってアッラーから最終的に祈願に対す  

る成就がもたらされるという回路を常に措いてきた。少なくとも文献で見る限  

りは参詣書以外でも、この回路中のアッラーを欠き、「聖者」や故スーフィーが  

直接叶えるといった記述は皆無である。アッラー以外の何者かに対し究極的行  

為者として崇敬を捧げ、祈願成就を願うという点で、この間題はまさにイスラー  

ムの一神教としての存立に関わる問題と言えよう。   

筆者は以前、この祈願成就の構造について仔細に検討しているため、ここで  

は繰り返さない115）。しかし、指摘しておきたいのは、この「執り成し」による  

祈願成就の論理構成自体が、タサウウフの隆興と共鳴し、また、その振幅を拡  

げる巧妙な仕掛けになっていた可能性である。参詣者は参詣におし亘て祈願の最  

中、頭中にこの執り成し者を設定することになるため、そこに「聖者」たるスー  

フィーヘの尊崇の契機がはらまれているのではなかろうか。それは論理構成自  

体がタサウウフ的だと断定しているのではなく、その論理の延長上に特定個人  

への尊崇の高まりがあり、それがタサウウフにおける超能力を有するスーフ  

ィーや、彼を中心とする流派の形成につながる余地を提供し得るという事なの  

である。その意味では、参詣書とタサウウフは、互いに排除し合わず馴染みや  

すい 

え政人となろうとも師を敬い、師とのつながりを重視するスーフィーたちの在  
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り方が、参詣行為への呼水となり、それを促進させるとの考え方もあり得よう。   

また、さらに死者の街参詣の過程やその延長線上で、ザーウイヤなどに立ち  

寄り、実際にスーフィー達の活動に接する機会もあったと想定できる。それゆ  

え、参詣の手引書もザーウイヤなどについて記述していたのであろう。例えば、  

17世紀の例であるが、ナーブ）t／スイーはカラーファ参詣の過程で、Ibnal－F豆ri4  

廟に捌ナるハドラ（スーフィーによるズィクル集会）に遭遇し、その熱気に圧倒  

されていた。そのような機会を与えたのも参詣行為であり、死者の街という空  

間設定であった。   

第2に、参詣書とタサウウフ、スーフィーとの関係についてまとめつつ再考  

すると、参詣書の序章で示される著者による全般の見通しの中には、サハーバ  

（教友）、タービウーン（後継世代）などに比べ、スーフイーへの顧慮がはるかに  

少ない。これも一つの前提であろう。 これゆえ、参詣書におけるスーフィ十関  

連部分の比重の一方的な強調には、かなりの留保が必要である（本稿では方法と  

してスーフィーに関連する部分に着目し拡大して見せたが）。他方、D旭aトN缶n  

al－Mi竿灯のように「スーフィズム」で著名な人名が散見されることも事実であ  

る。Dh缶al－NdnやIbnal－F豆ri4，Shaqr豆nなどに関する伝記部分はかなり長く、  

他の伝記集と比較してもそれほど遜色ない内容を持っていた116）。そして、各参  

詣書はタサウウフやスーフィーの理念や在り方などについて、登場人物の口を  

借りて問答形式も用いて語らせていた。この意味では1参詣書も間接的にせよ、  

タサウウフについて啓蒙的部分を含んでいたと言えよう。   

また、しばしば概論されるように、スーフィーと非スーフィーとの区分は、  

全般にこの当該時期、限りなく曖昧になってくる。酒屋など「腐敗した」場所  

を襲撃した者達や、64才にして対十字軍戦で殉死したり、スフィンクスの顔を  

破壊しようとしたのもスーフィーとされる人物である117）。そして、無論、ズー  

フィーとウラマー、スーフィーとファキーフという二項を対立させることは、  

本稿のデータからしてもやはりあまり意味を成さないことであった。確かに参  

詣書においても、記述対象とした被葬者をカテゴリー化し、タサウウフの人々  

（ahlal－taSaWWuf）とサハーバ、ウラマー（学識者）、カーディー（裁判官）、クッ  
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ラー（クルアーン詠み）、ワーイズ（説法師）などと列挙している箇所が見られる  

が、実際の記述の中ではこれが厳密な区分として機能していないばかりか重複  

しており、スーフィーにしてファキーフやカーディー、ウラマーであった事例  

を幾つも挙げることが可能である118）。   

スープィーと参詣書という点で言えば、当時のスーフィー達の是とするライ  

フスタイル、特に世間からの隔絶や山陵での修行などが参詣書においても措か  

れることで吏な・る肯定を受け、記述において増幅されることも想像を達しくす  

ると可能ではなかろうか。参詣書の描く被葬者の逸話中にあらわれた美徳やカ  

ラーマ（美質・奇蹟）は、スーフィー伝の描くそれとほぼ同じ軌道を描くもので  

ある。それらは、変質の術、遍在、異類渾、護身、水上歩行、透視などであっ  

た119）。スーフィー伝と情報や物語、登場人物を共有しつつ、記憶に残存しやす  

く印象の強い物語を欲する参詣者達にとって、スーフィー達の派手な奇蹟讃は  

格好の材料を与えたと考えられる。それゆえ、両者は互いに共鳴し合い、世間  

における響きを大きくしたのではなかろうか。   

それでは、最初の問いに立ち還ると、参詣書はス⊥フィー伝からの引用や奇  

蹟青もそれなりに含むものの、なぜ直接的にタサウウフやスーフィーに言及し  

た部分の比率が少ないのであろうか。先にも示唆したように、 まず参詣自体が  

君主から民衆に至る広範な層にわたる慣行であり、例えば参詣好きのワズィー  

ル（宰相）に捧げられた〟年∂率のように、参詣善が必ずしもスーフィーの読者・  

利用者層を措定していないことを挙げられよう。そして、参詣吾が全般的には  

タサウウフやスーフィーに焦点を当ててはいないと筆者は考えている。さらに  

その理由を敢えて推し量るならば、一つには参詣慣行と参詣書の記述スタイル  

と枠組みが、タサウウフがエジプトを席巻する以前に、例えば代表的なイブン・  

ウスマーン（1218年没）などによって、既にある程度確立されていた点も無視で  

きないであろう。先達の書に同じジャンルで書くのであれば、その様式を踏襲  

して書き継いでゆくことをむしろ尊ぶアラブの書物文化にあって、参詣書もそ  

の範に従った可能性があるのである。さらに、以上の推論の結果でもあるが、  

参詣書の著者は、『参詣の書』を一つのジャンルと捉え、タサウウフに関する専  
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著はたとえその知識を有していても、別のジャンルとして書き分けようとして  

いたのではないかという推測である。例えば、第5の参詣書の著者シュアイピー  

は、自身がタサウウフに精通してアフマディーのニスバを持っていたにもかか  

わらず、その理論・実践の書は別の書物に記し、タサウウフの詳細については  

参詣書中にほとんど触れていなかったのである。彼も、先人の参詣書のスタイ  

ルを優先し、参詣書では参詣関連の情報に収赦させて記述していた。また、  

励紺虚言∂の著者イブン・アッ・ザイヤートも、スイルヤークナス・ハーンカ「  

の「スーフィー」であったと罰吻毎に記されるが、同ハーンカーや他のハーン  

カーに対し一顧だにせず、死者の街の墓々を活写している。   

さらに、参詣書とタサウウフとの関係につV）てそれ以外の情報を追加すると、  

微妙からは特定の祖師に従う流儀としてのタリーカ、タリークの語法が、両  

者の区別は未分化なものの窺える。’al－Sh豆dhiliやal－Rifa’7などのニスバが、こ  

れらの集団行動に属する者に対する呼称として登場し出す様子も、参詣書に見  

られた。参詣書では後期のものになると、タサウウフの知的系譜への執着が頻  

繁に語られるようになる。彼らの墓は互いに隣接しており、Turba aト  

Sh豆dhiliyaのように同じ墓地に葬られるなどしていた。このスーフィーの集団  

化は墓地の空間に如実に現れており、この点を看取するのに参詣書は優れたテ  

キストと言える。「聖者」にまつわるモノや遺骸を含む聖遺物も参詣書に描かれ  

ているが、これは当時の聖遺物に対する崇敬をそれなりに反映していようし、  

師からの系譜を尊ぶスーフィー達にとっては受容しやすいものであったのでは  

なかろうか。   

さて、第3にはタサウウフの空間としての死者の街である。参詣書における  

スーフィーに関する記述はある程度集中しているため、全体として多いという  

印象を与えない。そのような中で、主に2つの活性化した磁場が見えた。その  

箇所のザーウイヤやスーフィーの墓の周囲には、タサウウフや被葬者に関連し  

た者の墓が集中しがちであり（それは記述のスタイルでもあろうが）、そのため  

その辺りの参詣書紙面にはスーフィー関連の語桑や逸話が濃密にまとまりがち  

であった。そして、そのような人的ネットワークが歴史的に展開して行くさま  
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の考察や、その端緒の探知を可能にするのである。このスーフィーの流派の集  

合性がより強固な場所ほど、墓所や廟がしっかり残存し易く、弟子によってスー  

フィーの伝記などが編まれ易かった。それはまた、スーフィー伝／列伝と情報を  

やり取りしうる「参詣書」に、祖師の逸話がより多く遺されることにもつなが  

るのではなかろうか。   

そして、死者の街がエジプトにおけるタサウウフに空間的根拠を与えた、場  

を提供したとともに、孤絶や修行、集団での活動などを通じて、スーフィーた  

ちがライフスタイルを研摩しつつ形成していった場でもあったことを具体的に  

見た。すなわち、そのタサウウフの空間生成を歴史的に捉えるのに、参詣書も  

寄与出来るものと思われる。その点に関して、死者の街にとって、隣接して時  

に同一視される、より峻険な修道の場としてのムカッタム山の存在も大きかっ  

た。さらに、参詣書におけるザーウイヤ記述の激増ぶりとハーンカーの稀少ぶ  

りはやはり強調しておくべきであろう。参詣者にとって、王朝有力者がその財  

力を投じて運営するハーンカーよりも、カラーファに多く点在し、参詣者自身  

の縁者の墓近辺にあって祈願の叶う場を多く包摂する 

かに重要であったと推察される。   

最後に一つだけ付言しておくと、死者の街は中央の権力の監視の眠から外れ  

て、スーフィーたちが全く自由に活動する場であったわけではないことも忘れ  

てはならない。筆者も以前詳述したが、マムルーク朝期、少なくとも14世紀後  

半から15世紀にかけて、10人長、その後40人長のカラーファ総監（ワーリー）が  

任命されており、その下では恐らくムフタスイブ（風紀・市場監察官）も『ヒス  

バの書』に見えるような形で墓地を管轄すべきであったのである。 120）  
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nwqyri？al－Nuwayri，Ni吻a al－Ambjtダおniin al－Addb，VOl．1－，al－Q豆hira，  

1954′）．  

NiZha：IbnalN？ayra年，ntZhaal一物誌u）a－al－Ab彪njt7bwLiプ成hal・2bmLin，  

al－Q豆hira，1970－74．  

箪斤al－Dih：？aff al－Din b・Abial－Man申r，Ris皮kl単行al－Dih b・Abtal－  

Manざiir，aトQ豆hira，1986・  

ShadhaYGt：Ibn‘Im豆d al一甲ahbal‡，Shadha紹t al－Dhahab jt Akhbdr man  

dhahaba，Bayrdt，n．d．．  

Shubbi：al－Shtl‘aybi，Ki蛎byashiamilbおDhikr mandidina bi－Mゐr u）a－al－  
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（湖／Ⅲ川／′‥′／－≠′中〟〟／／砧′椚′－′′／－・・1＝イ小′、、川／′‥′／－〟擁／〃■〟可／－ご＼ご八（7I、八Ia－  

ktabaal－Azhar，Ta’r7kh5105819．  

Suliik：al－Maqrizi，Kiidb al－Suhikli－Md（r痴Duu｝alal－Muh詭，4voIs・，al－  

Q豆hira，1939－73．  

7bbaq皮t al一助b招‥al－Sha‘r豆n7，al－771baqdtal一助b紹，al－Q豆hira，n・d・・  

771baqLit al－ShQi勿a：T豆j al－Dh al－Subki，771baqLit al－Sh夢‘砂a al一助bYb，  

al－Q豆hira，1964．  

7bぞ娩：Ndr al－D加・al－Sakh豆W7，7bhh al－A々b皮b wa－B喝勿a al－7bl肪b jt  

al－Å滋itatwa－ql－MazLi7iitu）a－al－7bァ勿知u）a－al－Biqd（al－MubdmkLit，al－Qahira，  

1937．  

‘拘iid al－Lu’lu’砂a：al－Khazraji，‘こ匂iid al－Lu’lu’砂a jt Dawhlal－Rasii18）a，  

San竃’，1983．  

‘tb）iin al－7bwdrikh：Ibn al－Sh豆kir al－Kutubi，（tb，iin al－7bwGプ俄h，VOl．21，  

Baghd豆d，1984．  

1聯al－？afadi，al一昭好bi－al－t物Lit，Wiesbaden，1949～・  

肋お’im：IbnT缶1豆n，F＊ざal－Khau）dtim斤mLiqi7djtal－Ⅵ匂肪’im，Dimashq，  

1983．  

ydqiit：Y豆qdtal－Hamaw†，Mu知m al－Bulddn，5voIs．，BayrGt，1979．  

Zdte7SiCen：Beit＊zur Geschichte der Mamhlkensulhme，ed．Zettersteen，  

Leiden，1919．  

注  

（1）歴史的個別具体の文脈では、大小カラーフア、サフラー地区などの用語を用いるが、こ  

の三者を中心とするカイロ周辺の墓地区を統合する語としての「カラーフア」－－一近現代  

．の現地で用いられるように－は、歴史的に展開した大小カラーファと混同される恐れ  

があるため、ここでは用いない。「死者の街」と言う表現がむしろ欧米語からアラビア語  

へ訳入されてきた経緯に鑑みれば、オリエンタリズムの陥穿への顧慮も必要であろうが、  

ここではあくまで他に代用を欠くための便宜的選択である。死者の街の歴史的展開の詳   

細については、大稔哲也「12～15世紀・エジプトにおける死者の街－その消長と機能の諸  
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相－」（『東洋学報』第75巻。第3・4号、1994年、161～202貢）、同『エジプト死者の街  

と聖墓参詣－12～15世紀の事例をもとに－』（東京大学提出博士論文、未公刊、1994年、   

179貢）、C．Taylor，In the THcini＆d theRなhteous，Leiden，1999、などを参照のこ  

と。  

（2）大稔哲也「エジプト死者の街における聖墓参詣－12～15世紀の参詣慣行と参詣者の意   

識－」（『史学維誌』102－10，1993年），8頁，乃帥159．  

（3）Y．R豆gibて，“Essaid’inventairechronologiquedesguides畠l，usagedespelerinsdu   

Caire”，RE（，VOl．16，1973，pp．259－280、大稔哲也「史料としてのエジプト参詣の喜   

一12～15世紀の死者の街をめぐ寧テクストとその可能性－」（『オリエント』第38巻・第2   

号、1996年、143～161貢）。  

（4）本稿では、史料中に見える歴史的用語・概念として筆者の方から使用する場合は、分析   

概念たりがちな「スーフィズム」と区別してタサウウフを用い、他の研究が「スーフィズ   

ム」の表現を用いている場合は、そのまま引用した。また、20世紀前半以降、分析概念と  

してのスーフィズムのアラビア語訳語としても、「タサウウフ」が中東世界へ逆入されて  

きた。  

（5）東長靖「神秘主義イスラームの現在－スーフィズムの三層構造論をもとに－」（『思想』   

941号、2002年）、133貢、Taylor，C．，1n the THncinib］〆iheRなhieous，p．14．  

（6）本稿は国際会議“Led6veloppmentdusoufismeenEgypteal，¢poquemamelouke   

「マムルーク朝期エジプトにおけるスーフィズムの発展」”（2003年5月26日～29日、フラ  

ンス・オリエント考古学研究所、カイロ市）のために準備された草稿を和訳・補訂したも  

のである。  

（7）1995年にM．F．Ab缶Bakrによる校訂本が出版された（2voIs．，al－Q豆hira，al－D豆r al－   

Misfiyaal－Lubn豆n7ya）。本校訂は歴史研究に大きく寄与するものの、問題点も幾つかは   

らんでいる。最大の問題点は、M．F．AbaBakrがカイロ大学所蔵の写本コピーBritish   

Library？r・4635に基づくと述べている点である0筆者が照合したところ、校訂本は   

BritishLibraryor．4635の前半部とエジプトD豆ral－Kutub写本Ta，ffkh5129後半部と  

をつないだ構成になっていた。カイロ大学で調査してみると、そもそもカイロ大学所蔵の  

写本コピー自体が両者の合本であった。他の問題点については、大稔「史料としてのエジ  

プト参詣の書」158－159頁を参照。  

（8）Y．R豆壷ib，Z∂fd．，pp．266・269．  

（9）Y．R縫ib，ibid．，pp．272・273，肋bdhfoIs．166，203．ただし、f二203の方はMisbdhの別  

写本（Ms．Maktabaal－Azhar1380f．74a）では、679年に作る。大稔「史料としてのエジ  

プト参詣の書」159貢。  

（10）〟毎∂％f．5．  

（11）了も埴207．ただし、マクリーズィーの5㍑g虎ゐやサハーウイーのpα紺ノは1402年没との  
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死亡紀事を掲載している。  

（12）7bhh397．同写本D豆ral－Kutub所蔵Ta’fTkhTal‘atNo．1972．  

（13）Shu‘如b㌃foIs．72b－73a．  

（14）Ohtoshi，T．，“ANoteontheDisregardedOttomanCaireneZb）皮mBook”（Mditer－   

7mleanl拘YM，VOl．15，April1998，pP．75～85．）、大稔哲也「オスマン朝期カイロの一参   

ii配き‥写本ーーー・三．∴J－flご、－い〃／／′／／－．l・′／．ヾ／／／〃〃J／／●′／／′J／肋山● 仙／〃 －／／（Jγノ／・J／）／－．1晶J●／†、′′イ／／一   

り′JJ／／川川／ノ川／－．1J吊仙／．／／／／／7J川・′／－′／／・．・l／†イ小J’／＝イ／／－／巾J／／†仙／い一人（7、小一I：∴・Iて ‥！（「中   

淵』第136号、1999年3月、1～23貢）。  

（15）Shu毎btfoIs．，256b－257a、他の4点とは、（1）Kiidb al－Ma滋nFal－Daqiqa al－Ⅵ物   

井mayalzam肋qabd’al－Sdddal一箪舟a，（D豆ral－KutubTasawwufTaymQr160），（2）   

ノ亡／／′7／－′J／二／′／Jり／′／r′／／－ハ／J・汀／／＝－′／／－ソ√J′／′／／－．りJく／缶／川i／／／〟ノノ「71J′直仙／．・l／／／√J／一Tl川イ／わ／、   

（D豆r aトKutub Tasawwuf237，250，Maj豆mi‘229），（3）肋hゐin al－AkhbLirjthdl   

－／／・、ヽ／／′i／－′／／一丁′／／－＿＼1／毎／／／－▲l／J／仙ん〃・／…－＿l／′／／／（／諭／′／／－ふ、7′／′J〃／－＿・l叫山＝－1I7叫／ご／〃／汗ノ力ん／／／   

／｝／－∫／／′／ノブJ〃／こわ′J／イ1／／／川・／川／－．＼・－′（最／／、－りりf′！ハ／／／＝／／∴1山〃／〃・′H／／イご／叫l・わ／－／－．ヾ／〃〃イ／II了ハ／ハ．   

Sゐ〟勿∂、さらにもう一つの別名α才一旅紺皮’グd α才一jお吻′α 鋸－Sゐα祓 桐畑 α才一5近（ね αg－  

5ゐ〝セγ均／α．  

（16）αg一触ゐγαJ一線かに言及した研究は、管見の限り筆者のもの以外皆無である。大稔「オ  

スマン朝期カイロの一参詣書写本」7，20頁。  

（17）肋作ゐグd597．  

（18） ここでは、参詣善が名前を明示して被葬者に数えたものを総計している。なお、一つの   

墓に諸説あったり、参詣書著者自身は誤謬だと考えていたものも、それぞれカウントに加  

えている。  

（19）ここでは、時代的推移の観察も論点となるため、明らかに後代からの挿入と判断できる  

肋乃ゐオd260は省いて算じた。  

（20）判るだけで316，322，330，340，3年7，362，380，564，587（A・H・）年。以下、この項では煩雑  

になるので単独ではヒジュラ暦中心に示す。  

（21）判明分だけで362，500年前，636，682（A．H．）年を確認できた。  

（22）A嘩∂申f．208．  

（23）判るものだけで250，322，340，350，362，500年より後，（600），（632），646，662，670，672，   

682，683，709（A．H．）年など。  

（24）例えば、Å滋紺（詭Z∂228，284など。  

（25）290－313の間，355，362，500年後，（600），620，635，682，682，683，（683），687，（687），（695），   

（697），（747），772，772，（778），788，（788），（788），（794），809，816，882（A．H．）年などであっ  

た。  

（26）肋∂成f．263．  

ー75－   



（27）Ibn al－‘Arabi，Kiidbldihih al一物a，in RasLi，ilIbn al－A7ubi；al－Qahira，1998，   

Kam云1al－Dh al－Q豆Sh豆rif，1d伝h6t al－S狗a，ed．M．K．Ⅰ．Ja‘far，al－Q豆hira，1981，   

Shih豆b al－Ih al－Suhrawardi，MdqLimLit al－S狗a，ed．A．al－Ma‘rdf，Bayrdt，1993，   

al－Suhrawardf，‘Au）Li7ゲal－Ma坂Yq，Bayrdt，1983，al－QushayI了al－Risdhlal－Qushqy7％a，   

al－Qahira，1972，al－Kal豆badf，al－7bbmdli－Madhhab Ahlal－7bawu）好，ed．M．A．   

al－Naw豆Wi，al－Qahira，1980，al－Makk了，Qiital－QuhibjtMubnahlal－Mdhbiib，2voIs．，  

al－Q豆hira，1961．etc．．  

（28）例えば、R・al－‘Ajam，Mau）SiibMilStahlhGtal－1mdmal－Ghazdli，Bayrdt，2000，A．F．   

AbiKhuz豆m，肋毎m al－MusialahGtal－S狗a，Baシrdt，1993．  

（29）例えば、D・Gril（ed・＆tr・），La助dhldeSy㌻al－DihlbnAbtal－Man子房rlbnZQir，   

Cairo，1986，E・Geoffroy，Leso巧伝meen拗teetenSy7ie，Damas，1995，A．Popovic   

＆G・Veinstein（eds・），LesvoiesdAlldh，1996，G．T．Elmore，1khlmicSdinthood  

ndlness qf77me，Leiden，1999．  

（30）肋門ゐg♂324，374，442，550，579，ル晦∂串foIs．101，102，206，211，238，属功勅諭拍66，128，   

181，236，乃‘帥256，他。  

（31）肋乃ぁざd319，572，助郷成g∂312，315，316，7お帥18，215，177，など。  

（32）al－N豆bulugfによれば、毎週金曜礼拝後にカラ「ファにあるイブン・アル・ファーリド   

廟では、故人の詩をもとに歌と踊りのハドラが繰り拡げられていた。参加者は気に入った   

箇所で「もう一度！」と声をかけることができ、すると他の参加者もそのフレーズを繰り   

返すといった、うねるような熱気と異様な陶酔が描写されている。al－S豆da al．   

MaghⅠ璃呼aの墓所（madfan）で人々に向かってスーフィーの知識が講義されていたこ   

とも記されていた。助qiqafoIs．190，197，279．cf．，T．E．Homerin，ダ和mAmb乃etto   

MuslimSbint，Columbia，1994，p．82，大稔「オスマン朝期カイロの一参詣写本」14頁。  

（33）劇㍍鱒3／131，属滋言桓≠1／486．  

（34）〟毎∂率foIs・90－91，助郷商才∂155，乃f拘274，294．  

（35）助郷成オ∂187，229，298，314，315，乃帥190－192，193，195，196，262，300，336，373，381，   

383，394など。なお、Siy弛aとtajrfbについては、W．C．Chittick，hithand伽ctice   

qfhhlm，Albany，1992，p．200，D．Gril，鞄斤al－Dihの序文，及びpp．41－42，51－52などを  

参照。  

（36）肋作ゐ才d505，516－523，551，〟毎∂率f．266，Å抜血詭路87，102，139，186，291，315，316  

罰頑殖230，262，299，395，396，397．  

（37）属血勅諭路298，’316，317，91，224，236，310，丁お帥299，300，311，332，401．  

（38）助紺成蕗，225，239，289．  

（39）Å加勅諭路，181，236，182，197，209，253，291，289，298，313，317乃帥190－192，234，237，  

238，296．  
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（40）肋乃ゐ才d262，263，助紺成ブ∂181，315，317，312，313，乃帥305，396，397，399，400・  

（41）大稔「エジプト死者の街における聖墓参詣」30－34頁。  

（42）ここでは、被葬者に嫁せられた呼称で、（al一）z豆hid（a）／zuhh豆d（zahid豆t），（al－）zuhd，   

azhad，mutaZahhid（一缶n）のヴァリエーションを含むものである。‘A・A・Mutawa11了，   

Adabal－ゐhdjtal－Asral－Abbdsiial－Qahira，1984，L．Kinberg，WhatisMeantby   

Zuhd，Studiahlamica，61，1985，Cf．）Asadb．M豆S云，Kiidbal－2bhd，ed・RG・Khoury，   

Wiesbaden，1976，‘AbdAll豆hb・al－Mub豆rak，Kii5bal－2hhd，edH・A・al－A‘zam‡，n・d・，   

IbnAb‡‘Åsim，KitGb al－2hhd，ed．‘A．‘A．H豆mid，al－Q豆hira，1987・  

（43）191，245，264，270，316，320，330，340，352，353，362，369，373，373，388，528，540，564（A・  

H．）年が確認された。  

（44）236，316，320，322，330後，354，432，531，653，660，660，682（A．H．）年が確認された。  

（45）175，191，240，245，2錮，290，310，312（生存），320，324，331，335，340過ぎ，350，353，369，   

373，422，431，454，475，525，528，558，652，653，665，670，679，683（A・H・）年が確認された。  

（46）132，260，212，314，323，324，327，331，335，340過ぎ，422，454，525，528，531，540   

後，558，578，598，603，639，652，653，665，687，690，705，712，714，719，800，826，846（A・H・）年  

であった。  

（47）肋柑ゐズdのワリー中に330，522，540，588（A．H．）年没の者がおり、助郷成g∂に340，600，   

672，773（A．H．）年没がいた。  

（48）Abdal－Q豆Simal－Hasanal－Nays豆b缶tf，‘Uqahi’al一物ih，ed・‘A・Muhann豆，Bayr－   

tit，1990，E［nの項目MADJNロN，M．DoIs．，物nun：771eMadmaninMedievalbhlmic   

Socie＆，0Ⅹford，1992，pp．366－422，東長靖「マジュズ「ブ」（『岩波イスラーム辞典』，2002）・  

（49）〟〝門ゐ才d279，289，助郷皮鬼才∂163，他に互加血旅路43，74，102，186，195，315，r〝帥   

15，18，161，186，208，280，395．  

（50）なお、乃帥は772，805，826，835，847（A．H．）年没など、比較的後代の事例を挙げていた。  

（51）i‘tiq豆dは現代のアラビア語研究書で「聖者」への崇敬やカルトの意の専門・分析用語と  

しても用いられており、史料中の用語との混同には注意が必要である。  

（52）長谷部史彦氏が現在研究中である。  

（53）635，676，681，683，707，737，773，775，794，830，835，837，847（A．H．）年没。  

（54）A．Sabra，Ebverb）andChaYi＆inMedieva11thlm，Cambridge，2000・  

（55）助郷（詭才∂297，312，314他。  

（56）Sゐ〝‘如好f．210a．  

（57）枚挙に暇がないが、例えば乃搾αg－〟砲戦画96，458，5ql，励彪’オ‘5／42・43など0  

（58）ゑ血椚彪綱190－191，227－228，几勿磁椚10／45．後に742／1342年には、このハーンカーが暴  

徒と化した民衆に襲われ、スーフィーらも防戦し切れずに略奪を受けるほどであった。  

ハーンカーー般については、S．L．Mostafa，Mdク那q月あzqdh und Mausoleum des  
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＆rqiiqinKdiro，Gluckstadt，1982，L．Fernandes，771eEuolutionqfaSidihst   

inMamhlk勧t：771e属滋anqah，Berlin，1988、大稔「12－15世紀・エジプトにおける死   

者の街」、‘A．M．Rizq，KhLinqdu）Gtal－S毎秒a斤Misrji’AsYtynal－Awiib㌃u）a－al－Mamliikii   

2voIs．，al－Q豆hira，1997，E．Homerin，“SavingMuslimSouls：The鱒hanqahandthe   

SufiDutyin Mamluk Lands”，Mamluk Studies Reuieu）3，1999，D．P．Little，“The   
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